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ス
ト
ラ
リ
ア
牧
畜
業
の
地
域
構
造
の
半
ば
に
達
す
る
に
至
っ
・
た
（
第
五
表
）
。
　
牧
畜
業
の
う
ち
、
牧
羊
関
係
（
羊
毛
、
羊
皮
、
羊
肉
の
生
産
）
が
圧
倒
的
に
重
要
な
地
位
に
あ
る
た
め
に
（
第
五
表
）
、
牛
の
地
位
が
忘
れ
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
牛
は
羊
よ
り
も
乾
燥
に
も
湿
潤
に
も
堪
え
う
る
の
で
、
そ
の
分
布
は
、
沙
漠
の
｝
部
を
除
い
て
、
殆
ん
ど
全
大
陸
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
て
、
　
〃
ひ
ろ
が
り
”
か
ら
み
る
と
牛
は
羊
よ
り
は
る
か
に
重
要
で
あ
る
。
、
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
テ
イ
ラ
ー
に
よ
る
と
、
牛
は
、
羊
の
約
一
〇
倍
の
飼
二
三
三
　
　
　
研
　
究
　
年
報
糧
を
必
要
と
し
、
両
者
の
分
布
が
一
極
め
て
高
く
な
る
（
第
二
図
）
。
一
〇
の
比
率
を
示
す
地
域
は
、
主
要
牧
羊
地
域
に
限
ら
れ
、
二
三
四
こ
と
に
北
部
は
、
牛
の
比
率
が
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
主
要
産
業
は
海
外
市
場
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
罷
業
や
酪
農
業
の
発
展
は
最
大
の
市
場
で
あ
る
が
、
極
め
て
遠
隔
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
に
対
し
て
、
時
間
的
、
空
間
的
距
離
を
経
済
的
に
克
伏
す
る
技
術
的
手
段
の
発
展
を
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
飼
牛
頭
数
の
急
速
な
増
加
は
一
八
八
○
年
代
以
降
で
あ
っ
た
。
牛
は
、
長
期
間
の
牧
草
が
必
要
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
飼
育
に
は
降
雨
の
多
い
地
域
が
好
適
で
あ
る
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
ぽ
、
そ
の
よ
う
な
地
域
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
密
林
に
お
う
わ
れ
、
除
去
す
る
に
は
極
め
て
高
価
で
あ
っ
た
た
め
に
、
植
民
の
当
初
は
、
都
市
近
郊
に
主
と
し
て
飼
育
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
耕
作
の
た
め
と
、
皮
革
、
自
給
用
の
肉
類
、
酪
農
品
の
生
産
が
、
主
な
飼
育
の
目
的
で
あ
っ
た
。
　
家
畜
の
分
布
と
、
牧
畜
業
の
発
展
の
主
要
な
点
を
列
挙
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
要
約
出
来
る
。
　
ω
　
一
八
九
〇
年
代
初
期
ま
で
、
飼
羊
頭
数
は
、
急
速
に
増
加
し
、
ま
た
牧
羊
場
は
ほ
ゴ
空
間
的
に
発
展
の
極
限
に
達
し
、
い
た
　
　
る
と
こ
ろ
で
オ
ー
バ
ー
ス
ト
ッ
ク
が
み
ら
れ
た
。
　
ω
　
こ
の
頃
以
降
、
飼
羊
頭
数
は
波
動
的
で
あ
る
が
む
し
ろ
減
少
傾
向
を
取
り
、
従
っ
て
羊
毛
の
輸
出
も
、
相
対
的
重
要
性
が
低
　
　
下
し
て
き
た
。
し
か
し
、
第
二
次
大
戦
後
再
び
急
速
な
増
加
傾
向
を
示
し
て
き
た
。
　
㈲
　
飼
牛
頭
数
の
急
速
な
増
加
は
一
八
八
○
年
代
か
ら
始
ま
り
、
不
況
時
の
一
時
的
減
少
を
除
い
て
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
ト
な
増
加
　
　
を
続
け
て
き
た
。
肉
牛
は
主
と
し
て
東
部
海
岸
と
、
北
部
の
サ
バ
ナ
地
域
に
多
く
分
布
す
る
の
に
対
し
て
乳
牛
の
分
布
は
、
東
　
　
南
地
域
と
大
都
市
周
辺
に
多
い
。
　
ω
羊
の
分
布
は
、
南
部
の
湿
帯
地
方
に
殆
ん
ど
限
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
羊
よ
り
乾
燥
と
、
長
途
の
輸
送
に
た
え
う
る
肉
　
　
牛
は
、
全
大
陸
に
互
っ
て
広
く
分
布
し
、
こ
と
に
北
部
の
サ
バ
ナ
地
域
の
土
地
利
用
は
全
く
牧
牛
場
で
あ
る
。
　
肉
　
牛
　
の
　
発
　
達
　
早
く
か
ら
肉
牛
は
、
主
と
し
て
気
温
、
雨
量
、
地
形
お
よ
び
野
犬
の
害
な
ど
の
関
係
か
ら
、
牧
羊
場
と
し
て
利
用
が
困
難
な
地
域
に
飼
育
が
行
わ
れ
て
き
た
。
従
っ
て
、
土
地
利
用
上
牧
羊
場
と
あ
ま
り
競
合
関
係
に
立
た
な
か
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
今
日
も
変
ら
な
い
。
一
八
七
九
年
に
北
部
領
の
カ
ザ
リ
ン
河
囚
9
爵
①
H
ヨ
。
に
二
、
○
○
○
頭
の
牛
と
＝
一
、
○
○
○
頭
の
羊
が
も
た
ら
さ
れ
た
が
、
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
牧
羊
は
失
敗
に
終
っ
た
。
南
部
の
温
帯
地
方
に
お
く
ら
れ
た
肉
牛
の
肥
育
場
は
、
河
谷
の
低
地
に
点
在
し
、
そ
れ
ら
の
牧
場
は
羊
の
飼
育
に
全
く
適
し
な
い
。
例
え
ば
、
ビ
ク
ト
リ
ア
の
「
西
部
地
域
」
↓
冨
零
①
ω
聖
旨
①
∪
一
跨
二
9
は
、
無
数
の
小
牧
牛
場
が
あ
（
1
4
）
る
。
こ
れ
ら
の
牧
場
は
良
質
の
肉
の
生
産
を
主
と
し
て
、
地
方
的
市
場
を
対
象
に
し
て
い
る
。
し
か
し
最
近
乳
牛
や
羊
の
牧
場
の
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
め
に
、
肉
牛
の
肥
育
地
は
圧
迫
さ
れ
て
き
て
い
る
。
　
冷
凍
設
備
の
発
明
以
降
、
従
来
自
給
産
業
で
あ
っ
た
牧
牛
業
は
輸
出
産
業
と
し
て
発
展
し
、
空
間
的
に
は
大
分
水
嶺
山
地
お
よ
び
サ
バ
ナ
地
域
に
肉
牛
牧
場
の
発
展
を
み
た
。
更
に
、
東
部
海
岸
の
と
う
も
ろ
こ
し
地
帯
と
集
落
周
辺
の
牧
草
の
栽
培
に
好
条
件
を
も
つ
地
域
に
発
展
し
て
い
っ
た
。
　
北
部
サ
バ
ナ
地
域
は
、
主
と
し
て
肉
牛
の
生
産
地
帯
で
、
約
三
年
聞
飼
育
さ
れ
て
、
東
部
或
は
南
部
に
移
さ
れ
、
数
百
マ
イ
ル
に
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
互
っ
て
移
動
す
る
。
牛
が
よ
く
乾
燥
と
、
ま
た
長
途
の
移
動
に
た
え
る
の
で
、
牧
牛
場
は
拡
大
す
る
傾
向
に
あ
り
、
一
九
三
八
年
に
ウ
イ
ン
ダ
ム
芝
春
雪
国
日
　
（
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
北
海
岸
）
に
肉
工
場
が
出
来
る
ま
で
、
北
部
で
は
、
屠
殺
場
に
お
く
ら
れ
る
牛
の
％
は
大
体
二
五
〇
マ
イ
ル
の
移
動
を
行
っ
て
い
る
。
肉
工
場
は
一
三
あ
り
、
う
ち
、
三
が
内
陸
の
大
分
水
嶺
山
地
に
あ
る
。
他
は
す
べ
て
海
岸
に
立
地
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
工
場
で
、
約
一
四
〇
百
万
ポ
ン
ド
（
榜
）
の
生
産
が
あ
る
。
北
の
ア
ラ
フ
ラ
海
に
面
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
る
二
つ
の
工
場
は
、
季
節
的
に
開
か
れ
る
の
み
で
、
第
二
次
大
戦
申
は
閉
鎖
さ
れ
、
北
部
領
の
肉
牛
は
、
す
べ
て
他
に
移
動
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
　
北
部
地
域
の
牧
牛
場
は
四
つ
の
地
域
、
バ
ー
ク
レ
ー
台
地
　
切
所
巴
楓
↓
鋤
三
十
働
巳
ビ
ク
ト
リ
ア
河
地
方
　
↓
ゴ
Φ
　
＜
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9
9
冨
　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
牧
畜
業
の
地
域
構
造
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
五
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研
究
年
報
偽
㍉
7
6
窪
β
細
　
8
5
oo
2
糀．氓
X
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17
曜ゴ卍
　
捻
　
p
”
　
θ
η
．
額牛聰肥
響
箋
側
管
よ
募
防
日
田
圏
7
　　　
欝
㈱
単
切
A
…罵
　鵬
　
　
二
三
六
切
ぞ
①
同
、
オ
ル
ド
・
フ
イ
ツ
ロ
イ
河
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
辺
O
a
帥
昌
侮
男
は
胃
。
団
幻
署
Φ
屋
ゼ
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
お
よ
び
大
分
水
嶺
山
地
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
始
め
の
三
地
域
は
、
主
と
し
て
原
住
民
》
び
。
ユ
σ
q
冒
の
労
働
力
に
依
存
し
、
肉
牛
価
格
の
騰
貴
し
た
戦
時
中
さ
え
も
、
殆
ん
ど
白
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
人
の
移
住
を
み
な
か
っ
た
。
サ
バ
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）
地
域
の
牧
場
は
極
め
て
大
き
い
。
そ
の
他
の
地
域
は
何
れ
も
土
壌
が
貧
弱
で
、
病
害
も
多
く
、
乾
燥
期
に
は
飼
糧
が
欠
乏
す
る
。
カ
ー
ペ
ン
タ
リ
ア
湾
O
包
h
o
h
O
9
。
6
①
昌
↓
窪
㌶
沿
岸
は
そ
の
好
例
で
、
湖
や
沼
地
の
周
辺
に
牧
場
が
点
在
す
る
の
み
で
あ
る
。
　
北
部
地
方
は
ク
イ
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
の
海
岸
地
方
を
除
い
て
は
、
　
「
肉
牛
業
が
唯
一
の
、
し
か
も
安
定
し
た
産
　
　
　
（
2
5
）
業
で
あ
り
」
、
主
と
し
て
輸
出
肉
の
生
産
と
、
他
の
温
帯
地
方
に
生
牛
（
主
と
し
て
三
才
牛
）
を
供
給
す
る
生
産
地
帯
で
あ
る
。
要
す
る
に
北
部
の
地
理
は
冷
凍
設
備
の
発
明
に
よ
っ
て
、
始
め
て
生
産
に
参
加
し
た
。
温
帯
の
内
陸
に
点
在
す
る
肉
牛
は
、
北
部
か
ら
供
給
さ
れ
て
肥
育
さ
れ
、
地
方
的
な
市
場
を
対
象
と
し
、
高
級
の
肉
類
の
生
産
を
主
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
ク
イ
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
は
、
肉
牛
の
飼
育
で
は
全
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
そ
れ
の
五
〇
％
を
（
第
七
表
）
、
輸
出
牛
肉
類
で
は
八
○
％
を
占
め
て
い
る
（
第
六
表
）
。
　
肉
類
の
最
大
の
市
場
は
イ
ギ
リ
ス
で
あ
る
。
最
大
の
競
争
国
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
あ
る
が
、
こ
と
に
初
期
に
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
は
低
温
冷
却
の
状
態
で
イ
ギ
リ
ス
市
場
に
肉
を
輸
送
し
得
た
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
強
い
冷
凍
状
態
で
な
け
れ
ば
輸
送
が
不
可
能
で
、
政
府
の
補
助
金
に
も
か
～
わ
ら
ず
、
常
に
不
利
な
立
場
に
あ
っ
た
。
技
術
的
な
進
歩
で
、
一
九
三
四
年
に
始
め
て
冷
却
低
温
の
状
態
で
、
イ
ギ
リ
ス
に
輸
送
が
可
能
と
な
り
、
オ
ッ
タ
ワ
会
議
が
イ
ギ
リ
ス
市
場
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
を
圧
倒
し
た
。
し
か
し
、
オ
ー
　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
牧
畜
業
の
地
域
構
造
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U
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だつよに載記の助q陽
　
　
　
研
究
年
報
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
入
ス
ト
ラ
リ
ア
牛
肉
の
総
輸
出
の
四
〇
％
を
占
め
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
以
外
の
市
場
を
失
っ
て
八
％
に
減
少
し
、
全
肉
類
を
合
す
る
と
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
イ
ギ
リ
ス
市
場
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
総
輸
出
量
の
九
二
％
を
占
め
る
に
至
っ
た
。
オ
ッ
タ
ワ
会
議
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
牧
牛
業
を
安
定
せ
し
め
た
が
、
半
面
、
そ
の
発
展
に
大
き
い
限
界
を
課
し
た
こ
と
に
な
る
。
　
乳
　
牛
　
の
　
分
　
希
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
：
論
　
早
く
か
ら
乳
牛
は
自
給
用
に
、
都
市
周
辺
と
各
農
家
に
飼
育
さ
れ
て
き
た
が
、
一
八
二
〇
年
に
は
、
一一
齒
宦
・
処
ｩ
地
方
（
ω
且
ロ
①
気
南
方
四
〇
マ
イ
ル
）
に
始
め
て
酪
農
移
民
が
行
わ
れ
後
、
地
価
の
安
い
北
方
の
多
雨
地
方
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。
ビ
ク
ト
リ
ア
で
は
O
首
b
ω
・一
Z
巳
の
西
方
ω
＃
N
Φ
一
Φ
o
江
に
一
八
七
五
～
九
〇
年
に
酪
農
業
の
基
礎
が
お
か
れ
、
今
日
で
も
同
州
の
中
心
的
な
酪
農
地
帯
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
地
方
は
、
比
較
的
多
く
の
雨
量
を
必
要
と
す
る
酪
農
業
場
　
　
　
角
編綴の方地面血ppα州ア団ゆ咽第
門
爵
四
三
識
麟
鐸
．
」
舞
舞
瓠
騨
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発
展
の
一
つ
の
典
型
的
な
地
方
で
、
密
林
に
お
う
わ
れ
た
こ
の
丘
陵
地
方
を
開
く
の
は
、
極
め
て
高
価
で
あ
り
、
今
日
で
も
、
立
木
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
の
ま
～
焼
却
さ
れ
た
も
の
が
、
多
く
残
存
し
て
い
る
（
第
四
図
）
。
灰
の
上
で
牧
草
は
よ
く
生
育
し
た
が
、
野
犬
の
害
が
多
く
、
近
傍
に
大
市
場
も
な
く
、
酪
農
業
の
発
展
は
、
殆
ん
ど
望
め
な
か
っ
た
。
し
か
し
一
八
八
○
年
以
降
、
酪
農
業
の
発
展
に
劃
期
的
な
技
術
の
進
歩
が
あ
り
、
こ
の
産
業
は
急
速
に
発
展
し
た
。
そ
し
て
、
遂
に
は
今
日
乳
牛
は
、
「
熱
帯
地
方
に
ま
で
広
が
り
北
緯
一
六
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
の
O
o
o
吋
8
≦
昌
近
傍
，
の
U
⇔
ぎ
霞
①
Φ
河
谷
に
ま
で
到
達
し
た
」
。
　
密
林
を
除
去
す
る
の
は
、
今
日
で
も
な
お
、
重
機
械
を
も
っ
て
し
て
も
高
価
な
作
業
で
あ
り
、
除
去
さ
れ
た
牧
場
の
維
持
も
高
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
価
に
つ
く
。
　
O
甘
b
ω
雲
立
傷
地
方
で
は
、
三
世
代
目
に
し
て
、
よ
う
や
く
成
功
す
る
と
い
わ
れ
、
起
伏
の
大
き
、
い
地
方
ほ
ど
牧
場
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）
放
棄
が
進
み
、
再
び
森
林
化
の
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
、
一
九
三
〇
年
の
聯
邦
酪
農
調
査
委
員
会
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
　
酪
農
業
の
発
展
の
時
期
を
劃
す
る
も
の
は
、
一
八
八
○
年
代
に
相
つ
い
で
起
っ
た
技
術
革
新
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
は
冷
凍
機
で
あ
り
、
第
二
に
は
分
離
機
で
あ
り
、
第
三
に
は
バ
ブ
コ
ッ
ク
検
査
機
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
　
ω
＃
N
Φ
一
①
o
江
地
方
の
景
観
は
一
変
し
た
。
一
八
九
二
年
に
は
、
バ
タ
ー
工
場
が
℃
o
o
芝
8
σ
q
に
、
つ
い
で
じ
d
o
口
9
ピ
①
o
ひ
q
鋤
昏
ρ
に
も
設
立
さ
れ
た
。
　
一
八
九
一
年
に
開
通
さ
れ
た
鉄
道
が
、
こ
の
地
方
を
港
に
結
び
つ
け
、
酪
農
業
は
堅
実
に
発
展
を
つ
誘
け
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
地
方
の
地
価
が
高
騰
し
た
。
一
八
八
一
年
に
は
、
住
宅
つ
き
一
五
〇
エ
ー
カ
ー
の
一
ブ
ロ
ッ
ク
で
、
一
工
1
ヵ
1
当
り
二
・
一
〇
ポ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）
ン
ド
で
あ
っ
た
め
が
、
　
一
九
五
六
年
に
は
、
六
〇
～
八
○
ポ
ン
ド
に
な
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
・
　
最
大
の
市
場
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
生
産
が
低
下
す
る
時
（
九
1
一
一
月
）
に
、
こ
＼
に
輸
送
し
う
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
、
ま
た
第
一
次
大
戦
後
、
高
価
格
に
め
ぐ
ま
れ
て
、
灌
概
と
牧
草
の
改
良
運
働
に
よ
っ
て
、
一
九
二
〇
年
代
以
降
、
生
産
性
の
向
上
が
著
る
し
く
、
一
九
三
〇
～
四
年
の
経
済
恐
慌
に
は
、
却
っ
て
小
麦
農
民
の
乳
牛
の
飼
育
が
増
加
し
た
。
降
雨
に
め
ぐ
ま
れ
た
ビ
ク
ト
リ
ア
州
で
の
発
達
は
、
特
に
め
ぎ
ま
し
か
っ
た
。
　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
牧
畜
業
の
地
域
構
造
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
九
均平弓馬ト四布分の牛乳囲ら備
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二
四
〇
　
乳
牛
は
、
東
部
の
海
岸
地
域
に
集
中
し
、
次
い
で
各
州
の
首
都
周
辺
の
比
較
的
多
雨
地
域
に
多
い
（
第
五
図
）
。
従
っ
て
、
ク
イ
ン
ズ
ラ
ン
ド
、
ニ
ユ
ウ
サ
ウ
ス
ウ
エ
ー
ル
ズ
お
よ
び
ビ
ク
ト
リ
ア
の
東
部
三
州
に
、
乳
牛
の
九
〇
％
が
飼
育
さ
れ
て
い
る
（
第
七
表
）
。
此
等
の
地
域
は
多
く
灌
概
を
行
っ
て
お
り
、
特
に
ビ
ク
ト
リ
ア
州
は
盛
で
あ
る
。
　
灌
概
設
備
を
も
た
な
い
内
陸
の
越
冬
の
た
め
の
牧
草
の
充
分
で
な
い
地
域
に
分
布
す
る
も
の
は
、
一
般
に
農
業
お
よ
び
牧
羊
業
と
関
連
し
て
行
わ
れ
、
主
と
し
て
自
給
用
お
よ
び
近
接
の
市
場
を
対
象
と
し
て
い
る
。
東
部
の
主
要
二
州
の
小
麦
農
場
に
飼
育
さ
れ
て
い
る
乳
牛
の
率
が
他
の
二
州
よ
り
低
率
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
地
方
の
専
門
化
の
進
行
と
降
雨
の
多
い
河
岸
地
域
に
乳
牛
の
集
中
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
第
八
表
）
。
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r
　
　
　
　
　
N
実
驚
七
二
四
一
　
ク
イ
ン
ズ
ラ
ン
ド
は
、
大
分
水
嶺
山
系
が
東
河
岸
に
せ
ま
り
、
降
雨
量
が
海
岸
を
去
る
に
従
っ
て
急
速
に
減
少
す
る
の
で
、
酪
農
業
は
殆
ん
ど
海
岸
地
域
に
の
み
発
達
し
て
い
る
が
、
但
し
U
輿
一
貯
α
q
U
O
白
昌
は
例
外
で
あ
る
。
一
般
的
に
い
っ
て
、
専
門
化
し
た
酪
農
々
場
は
海
岸
か
ら
内
陸
に
進
む
に
従
っ
て
、
ま
た
南
海
岸
か
ら
北
海
岸
に
進
む
に
従
っ
て
減
少
す
る
。
　
　
　
研
究
年
報
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
ニ
　
ク
イ
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
に
は
五
つ
の
酪
農
地
域
－
北
部
の
海
岸
か
ら
》
下
翼
8
昌
台
地
、
　
勺
。
暮
9
＃
q
ω
地
方
、
　
ミ
崔
Φ
湾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
地
方
、
　
寓
。
お
8
p
湾
地
方
お
よ
び
内
陸
の
U
錠
一
ヨ
o
e
U
o
≦
昌
。
・
地
方
が
あ
る
。
　
》
芽
巽
8
昌
台
地
と
寓
自
①
8
昌
湾
地
方
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）
は
専
門
化
し
て
い
る
が
、
　
剛
。
暮
9
無
償
ω
地
方
と
≦
置
①
湾
地
方
は
混
合
農
業
を
基
礎
に
し
て
い
る
も
の
が
卓
越
し
、
U
弩
生
口
σ
q
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）
U
9
。
≦
昌
地
方
は
完
全
に
専
門
化
し
た
も
の
は
少
く
、
肉
牛
の
飼
育
を
多
く
か
ね
て
い
る
。
　
ニ
ユ
ウ
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
は
、
，
黒
雨
の
北
部
地
方
に
、
こ
の
州
の
約
半
数
が
集
中
し
、
少
．
く
と
も
O
雷
津
。
昌
と
＝
ω
目
自
①
附
近
に
五
。
％
以
上
が
響
さ
れ
て
融
そ
し
て
・
ク
イ
ン
ズ
ラ
ン
ド
と
同
じ
よ
う
に
・
多
雨
の
羅
蕃
に
集
中
（
州
の
全
乳
牛
の
七
五
％
）
じ
、
南
に
進
む
ほ
ど
減
少
す
る
。
弓
国
三
①
冨
a
地
方
は
、
乳
牛
に
取
っ
て
起
伏
が
大
き
す
ぎ
、
土
壌
も
貧
弱
で
あ
る
。
南
の
海
岸
地
方
は
多
雨
で
あ
る
が
、
ポ
ド
ソ
ー
ル
土
壌
が
多
く
、
牧
草
略
貧
弱
で
あ
る
。
海
岸
地
域
の
乳
牛
は
殆
ん
ど
牧
草
に
依
存
し
、
約
一
〇
〇
万
エ
ー
カ
ー
の
耕
地
に
牧
草
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
。
秣
○
話
①
昌
司
。
注
①
円
が
副
次
的
に
栽
培
さ
れ
て
い
る
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）
南
に
進
む
ほ
ど
こ
の
傾
向
は
大
き
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）
　
海
岸
地
帯
は
、
降
雨
の
年
次
的
偏
差
が
大
き
い
が
、
灌
瀧
設
備
が
、
漸
次
こ
の
欠
点
を
改
良
し
て
き
て
い
る
。
　
ビ
ク
ト
リ
ア
州
は
、
最
も
乳
牛
の
飼
育
が
多
く
、
ま
た
こ
の
国
の
酪
農
業
に
対
す
る
先
駆
的
な
役
割
を
果
し
て
き
た
℃
今
日
こ
の
州
の
牛
の
五
〇
％
が
乳
牛
で
あ
り
、
そ
の
、
％
は
や
は
り
、
海
岸
地
帯
に
集
中
し
、
殆
ん
ど
す
べ
て
の
都
市
、
村
落
に
バ
タ
ー
工
場
が
　
（
3
8
）
あ
る
。
　
ビ
ク
ト
リ
ア
州
は
バ
タ
ー
生
産
の
最
も
多
い
州
で
あ
り
、
ま
た
単
位
頭
数
当
り
の
ミ
ル
ク
の
生
産
も
、
タ
ス
マ
ニ
ア
州
と
と
も
に
最
大
で
あ
る
。
工
場
以
外
の
農
場
で
生
産
さ
れ
る
バ
タ
ー
や
チ
ー
ズ
は
、
戦
後
急
速
に
減
少
し
て
き
て
い
る
（
第
九
表
）
。
バ
タ
ー
や
チ
ー
ズ
の
生
産
は
月
別
の
変
動
が
大
き
く
、
一
〇
～
一
月
に
最
大
の
生
産
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
が
輸
出
に
大
き
く
利
益
し
て
い
る
。
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ノ淘　儲
の肝朋1位嘩
　
ズ
　
　
一
　
　
チ
舘
－
佃
　
F
　
　
タ
　
　
バ
佃
麗
努
々
M
遺
恩
　
α
の
　
∩
乙
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
4
銘
舗
伺
舗
彷
胆
田
　
勾
3
8
4
　
　
　
1
　
1
8
一
均
、
平
／
9
3
8
1
9
卜
3
4
1
9
一
ー
ズ
戸
チ
ー
ー
タ
バ
i
　
　
一
　
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
3
2
」
4
4
2
　
　
。
6
3
6
5
5
0
1
　
2
1
』
ゐ
　
。
2
ゐ
あ
β
　
　
。
5
0
0
　
∩
∠
　
3
　
7
　
r
O
　
Q
U
　
　
5
5
6
5
　
　
　
　
　
1
8
1
㏄
酒
7
1
＆
i
産
生
場
農
侃
　
臨
亀
論
八
A
翫
計
N
三
期
＄
皿
血
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
牧
畜
業
の
地
域
構
造
●
駒雛画Y　1
3
　
ビ
ク
ト
リ
ア
州
の
酪
農
業
の
中
心
地
域
は
、
さ
き
に
あ
げ
た
O
甘
b
ω
冨
巳
U
一
ω
自
ざ
↓
’
北
部
地
方
目
げ
①
2
0
暮
げ
。
ヨ
　
U
冨
霞
ざ
け
お
よ
び
西
部
地
方
　
↓
げ
①
ミ
Φ
ω
冨
円
旨
U
δ
三
三
け
の
三
つ
で
あ
る
。
　
O
甘
℃
ω
冨
口
自
地
方
の
酪
農
場
は
三
〇
～
四
〇
イ
ン
チ
の
降
雨
を
も
つ
蜜
鋒
ヰ
⇔
あ
巴
Φ
の
灌
概
地
域
に
集
中
し
て
い
る
。
土
壌
は
河
川
の
沖
積
地
が
最
良
で
あ
る
が
、
濡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
過
土
壌
に
あ
っ
て
も
、
牧
草
の
改
良
が
進
ん
で
い
る
。
メ
ル
ボ
ル
ン
市
竃
Φ
ぎ
。
霞
口
Φ
（
ビ
ク
ト
ウ
ア
の
首
都
人
口
一
六
七
万
人
）
に
大
市
場
を
も
っ
て
、
市
周
辺
の
寡
雨
地
帯
に
も
、
秣
O
目
。
①
p
岡
。
注
o
H
を
購
入
し
て
酪
農
業
が
発
達
し
て
い
る
。
海
岸
の
西
部
地
方
目
げ
①
零
Φ
ω
審
旨
U
寸
寸
一
9
の
乳
牛
の
分
布
は
雨
の
多
い
地
方
と
一
致
し
、
火
山
灰
と
河
川
の
沖
積
地
に
酪
農
場
が
立
地
し
、
ム
ー
レ
ー
河
寓
葺
欝
鴇
谷
の
灌
概
地
域
は
、
水
も
安
く
、
地
方
．
的
消
費
が
少
い
の
で
、
輸
出
用
バ
タ
ー
の
生
産
が
大
き
い
。
第
二
次
大
戦
後
、
北
部
地
方
円
げ
①
乞
自
昏
震
口
U
δ
菖
陣
9
　
に
、
帰
還
兵
中
心
の
新
し
い
酪
農
移
民
が
送
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
三
　
　
　
研
究
　
年
報
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
四
四
　
　
（
3
9
）
ら
れ
た
。
一
農
場
に
平
均
五
〇
頭
の
乳
牛
飼
育
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の
灌
概
が
適
切
に
行
わ
れ
～
ば
、
こ
の
地
方
は
酪
農
業
開
拓
の
新
し
い
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）
　
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
西
オ
ス
ー
ト
ラ
リ
ア
お
よ
び
タ
ス
ア
ニ
ア
は
、
酪
農
業
は
未
発
達
で
、
首
都
周
辺
に
乳
牛
の
飼
育
が
多
い
程
度
で
あ
り
、
こ
と
に
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
他
の
州
か
ら
バ
タ
ー
は
移
入
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）
　
酪
農
業
は
、
既
に
一
九
〇
四
年
に
保
護
政
策
が
立
て
ら
れ
た
。
コ
プ
ラ
ン
ド
U
・
U
d
・
O
o
b
一
9
。
口
α
の
い
う
保
護
産
業
の
曲
剛
堅
で
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）
っ
て
、
農
場
の
規
模
も
小
さ
く
（
特
に
ク
イ
ン
ズ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
そ
う
で
あ
る
）
、
労
働
の
生
産
性
も
牧
畜
業
の
約
％
に
す
ぎ
な
い
。
従
っ
て
酪
農
々
民
は
多
く
貧
因
で
あ
る
。
土
地
利
用
の
集
約
化
と
、
各
産
業
の
「
均
衡
的
発
展
」
の
た
め
に
は
v
保
護
政
策
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）
ま
こ
と
に
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
バ
タ
ー
、
チ
ー
ズ
の
市
場
は
、
今
日
も
殆
ん
ど
イ
ギ
リ
ス
に
限
ら
れ
て
い
る
た
め
に
、
牧
畜
業
（
特
に
牧
羊
業
）
や
工
業
の
発
展
の
著
る
し
い
の
に
比
し
て
、
全
く
停
滞
し
て
い
る
。
　
羊
　
の
　
分
布
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
羊
の
分
布
は
、
強
く
自
然
地
理
の
影
響
を
う
け
て
い
る
。
そ
の
分
布
を
阻
む
要
因
と
し
て
、
　
ω
地
形
の
起
伏
の
大
き
い
こ
と
、
　
②
水
の
不
足
、
㈲
高
温
、
ω
過
度
の
雨
量
の
四
つ
を
　
≦
9
。
ら
げ
⇔
旨
　
と
零
o
o
傷
は
あ
げ
て
い
（
4
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）
る
。
し
か
し
現
実
に
は
乾
燥
内
陸
や
、
北
の
半
年
聞
耳
ん
ど
降
雨
を
も
た
な
い
サ
バ
ナ
地
域
に
ま
で
、
牧
羊
場
が
進
出
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
北
の
サ
バ
ナ
地
域
の
飼
羊
は
、
肉
牛
の
飼
育
か
ら
み
る
と
、
副
次
的
で
あ
り
、
温
帯
の
乾
燥
し
た
内
陸
地
域
で
も
肉
牛
の
飼
育
を
か
ね
て
い
る
の
が
多
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）
　
国
一
ヨ
び
①
二
Φ
楼
地
方
の
若
干
の
例
を
除
い
て
は
、
乾
燥
地
帯
に
お
け
る
牧
羊
業
に
関
す
る
調
査
は
充
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）
こ
れ
ら
の
地
域
に
お
け
る
牧
羊
業
は
不
安
定
な
産
業
で
あ
り
、
近
年
牧
牛
に
変
る
傾
向
に
あ
り
、
ま
た
一
方
、
牧
牛
業
の
よ
う
に
遊
布分切々妙翻鮒衆到朴か囲　饒
幻
鴇伽獅脚
O
旭
　　
@
隷
懲
恥
曝
…
藷
　
　
　
　
　
　
　
一
　
．
窮
菰
　
　
　
　
　
　
　
噂
　
　
導
師
．
ら
、
　
　
　
　
　
　
　
一
　
嵩
，
齢
　
　
　
　
　
　
　
口
　
　
　
　
　
　
　
｝
l
l
ー
ー
ー
l
ー
ト
ー
ー
．
　
魁
＼へ卸
、
轡
θ7
フ
7
7
イ
ィ
ィ
イ
タ
ダ
ダ
タ
A
8
，
C
D
圓
圏
囮
圏
　職蕊脇馬飛囎謡舶陥
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
牧
畜
業
の
地
諭
構
…
造
牧
型
式
を
取
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
羊
は
牛
の
よ
う
に
長
途
の
輸
送
に
堪
え
得
な
い
の
で
、
牧
草
の
改
良
以
外
に
、
乾
燥
地
方
に
お
け
る
斯
業
の
効
果
的
な
発
展
策
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
（
5
1
）
は
考
え
ら
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
湿
潤
地
帯
は
、
降
雨
に
め
ぐ
ま
れ
、
気
候
的
に
は
牧
羊
に
好
適
な
地
域
で
も
、
土
壌
が
貧
弱
な
た
め
と
、
森
林
を
除
去
す
る
高
費
用
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）
た
め
に
、
放
棄
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
囚
鎚
口
ひ
q
鋤
目
o
o
島
は
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）
こ
の
よ
い
例
で
あ
る
。
　
要
す
る
に
、
乾
燥
地
域
の
牧
羊
業
の
発
展
は
、
不
健
実
な
傾
向
を
取
り
、
湿
潤
地
帯
に
お
い
て
は
、
生
産
コ
ス
ト
を
低
下
さ
せ
る
新
し
い
技
術
が
御
発
見
さ
れ
な
い
限
り
、
そ
の
発
展
に
強
い
限
界
が
あ
る
。
　
羊
は
飼
育
の
目
的
で
毛
羊
種
と
肉
羊
種
が
あ
り
、
毛
羊
種
は
主
と
し
て
メ
リ
ノ
種
で
あ
　
　
　
　
　
ご
四
五
　
　
　
研
究
年
報
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
六
る
が
種
々
改
良
さ
れ
て
い
る
し
、
肉
七
種
も
メ
リ
ノ
と
混
血
し
た
も
の
が
多
い
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
飼
育
の
目
的
に
よ
っ
て
次
の
A
・
B
・
C
・
D
の
四
タ
イ
プ
に
分
つ
こ
と
が
出
来
、
地
図
（
第
六
図
）
に
示
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
シ
ャ
ー
プ
で
は
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
プ
が
地
域
的
に
分
化
し
、
内
陸
か
ら
雨
量
の
多
い
河
岸
に
向
っ
て
（
順
次
A
・
C
・
D
（
B
タ
イ
プ
は
点
在
す
る
の
み
）
と
移
行
し
、
経
営
も
集
約
化
す
る
。
　
A
タ
イ
プ
は
メ
リ
ノ
種
の
生
産
地
帯
で
、
内
陸
の
乾
燥
地
域
に
亘
っ
て
広
く
分
布
し
、
牧
場
は
広
大
で
あ
る
。
生
産
さ
れ
た
メ
リ
ノ
種
は
B
・
C
の
地
域
に
送
ら
れ
る
。
肉
羊
種
（
メ
リ
ノ
と
混
血
）
も
混
在
す
る
が
、
乾
燥
の
限
界
に
進
む
に
従
っ
て
そ
の
比
率
が
小
さ
く
な
る
。
　
B
タ
イ
プ
は
、
主
と
し
て
地
形
の
起
伏
が
大
き
い
た
め
、
仔
羊
の
飼
育
が
困
難
で
、
A
タ
イ
プ
地
域
か
ら
送
ら
れ
た
メ
リ
ノ
種
の
育
生
が
主
で
、
羊
毛
の
生
産
を
主
と
す
る
。
仔
羊
の
生
産
は
殆
ん
ど
行
わ
な
い
。
C
タ
イ
プ
地
域
は
沸
こ
の
国
の
小
麦
地
帯
と
一
致
し
、
い
わ
ゆ
る
羊
i
小
麦
地
域
で
羊
毛
、
羊
肉
の
生
産
が
主
で
あ
る
。
　
D
タ
イ
。
フ
は
小
麦
生
産
を
殆
ん
ど
伴
わ
ず
、
羊
毛
種
と
と
も
に
肉
二
種
の
肥
育
が
多
い
。
河
岸
に
近
い
降
雨
の
信
頼
性
の
大
き
い
地
域
に
分
布
す
る
。
　
A
タ
イ
プ
地
域
　
内
陸
の
乾
燥
地
域
に
広
く
分
布
す
る
A
タ
イ
プ
は
経
営
が
粗
放
的
で
、
耕
作
は
殆
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。
牧
草
や
飼
糧
の
貯
蔵
も
ま
れ
で
あ
る
か
ら
、
自
然
生
の
草
が
維
持
し
う
る
頭
数
が
、
結
局
飼
羊
頭
数
の
限
界
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
乾
燥
期
に
お
け
る
草
の
量
が
、
更
に
こ
の
限
界
を
制
限
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）
　
牧
場
は
、
平
均
一
人
の
従
業
員
が
約
三
、
○
○
○
頭
の
羊
を
管
理
し
て
い
る
。
乾
燥
期
に
す
べ
て
の
労
働
を
飼
糧
の
貯
蔵
に
集
中
し
て
も
、
三
、
C
O
O
頭
の
羊
の
約
三
週
問
の
飼
糧
を
う
る
に
す
ぎ
ず
、
長
び
い
た
乾
燥
期
は
牧
羊
業
に
訣
定
的
な
打
撃
を
与
．
λ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）
る
。
草
以
外
は
購
入
飼
糧
に
よ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
長
期
間
の
購
入
は
経
済
的
に
成
り
立
た
な
い
。
ま
た
、
三
韓
ー
カ
ー
当
り
一
頭
の
羊
（
一
平
方
マ
イ
ル
約
二
〇
〇
頭
）
し
か
飼
育
し
得
な
い
土
地
の
改
良
は
容
易
に
進
ま
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）
　
一
九
〇
〇
年
以
降
魚
牧
場
を
細
分
す
る
新
し
い
土
地
法
が
制
定
さ
れ
て
、
大
借
地
牧
場
が
王
領
に
電
撃
さ
れ
て
細
分
後
、
新
し
い
入
植
者
に
貸
与
さ
れ
、
例
え
ば
ニ
ユ
ウ
サ
ウ
ス
ウ
エ
ー
ル
ズ
州
で
、
一
八
九
一
年
に
、
一
〇
万
頭
以
上
の
飼
羊
牧
場
二
〇
が
、
一
九
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）
二
〇
年
に
は
わ
っ
か
一
牧
場
に
減
少
し
て
い
る
。
し
か
し
大
き
い
資
本
を
も
た
な
い
新
し
い
入
植
者
が
、
入
植
後
長
び
い
た
乾
燥
期
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）
に
遭
遇
す
る
と
、
そ
の
経
営
が
困
難
と
な
り
、
三
、
○
○
○
頭
の
飼
羊
で
は
経
営
が
成
り
立
た
な
く
な
る
。
　
A
タ
イ
プ
地
域
は
広
大
な
地
域
を
占
め
、
そ
の
位
置
、
雨
量
お
よ
び
気
温
の
差
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
縁
辺
部
と
よ
り
多
雨
地
帯
と
に
よ
っ
て
経
営
の
方
式
に
大
き
い
差
異
が
あ
る
。
　
ク
イ
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
の
牧
羊
業
は
、
殆
ん
ど
A
タ
イ
プ
の
し
か
も
縁
辺
部
に
属
す
る
。
こ
㌧
は
雨
量
は
一
六
～
三
〇
イ
ン
チ
に
達
す
る
が
、
年
間
の
配
分
が
夏
期
に
偏
し
て
い
る
の
で
、
飼
羊
頭
数
が
制
限
さ
れ
、
一
方
マ
イ
ル
一
〇
〇
頭
以
下
に
す
ぎ
な
い
。
ニ
ユ
ウ
サ
ウ
ス
ゥ
エ
ー
ル
ズ
の
西
部
地
方
弓
プ
①
毒
。
ω
8
ヨ
U
δ
什
ユ
9
は
A
タ
イ
プ
の
限
界
で
、
U
母
一
言
σ
q
河
の
西
方
で
終
る
。
こ
㌧
の
牧
羊
業
は
ク
イ
ン
ズ
ラ
ン
ド
の
そ
れ
よ
り
も
安
定
性
が
大
で
あ
る
。
　
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ム
レ
ー
・
マ
レ
ー
地
方
↓
げ
①
書
巻
巨
峯
冨
龍
Φ
①
U
δ
＃
客
け
に
は
約
五
・
二
万
方
マ
イ
ル
の
広
大
な
A
タ
イ
プ
地
域
が
あ
る
が
、
若
千
の
灌
概
地
域
や
、
小
麦
農
場
を
除
く
と
、
多
く
は
貧
弱
な
土
壌
地
域
で
、
全
く
A
タ
イ
。
フ
の
牧
羊
場
で
あ
る
。
　
他
の
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
お
よ
び
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
東
、
北
の
A
タ
イ
プ
地
域
は
、
降
雨
も
一
〇
イ
シ
チ
以
下
が
多
く
、
飼
羊
密
度
も
極
め
て
ひ
く
い
（
第
七
図
）
。
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
キ
ン
バ
ー
レ
ー
地
方
囚
巨
び
霞
一
Φ
団
は
、
早
く
か
ら
の
飼
牛
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）
で
あ
る
が
、
西
部
に
は
大
き
い
牧
羊
場
が
あ
る
。
近
年
こ
㌧
の
羊
は
牛
に
お
き
か
え
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
牧
畜
業
の
地
域
構
造
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
七
　
　
　
研
　
究
年
報
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
八
　
こ
れ
ら
縁
辺
部
の
牧
羊
業
は
、
殆
ん
ど
自
然
生
の
草
に
依
存
し
、
従
っ
て
牧
羊
業
は
不
安
定
な
産
業
で
あ
る
が
、
よ
り
多
雨
地
域
に
及
ぶ
と
、
単
位
面
積
の
飼
羊
密
度
も
高
く
、
且
つ
、
牧
草
栽
培
が
増
加
し
、
肉
牛
、
肉
置
お
よ
び
、
乳
牛
の
飼
育
さ
え
伴
っ
て
く
る
。　
ニ
ユ
ウ
サ
ウ
ス
ウ
エ
ー
ル
ズ
の
西
部
斜
面
か
ら
、
北
東
ビ
ク
ト
リ
ア
に
か
け
た
地
域
は
降
雨
（
年
一
五
～
二
〇
イ
ン
チ
）
も
比
較
的
安
定
し
、
限
界
地
の
含
量
　
（
コ
ニ
・
九
イ
ン
チ
）
は
し
ば
b
ば
不
安
定
で
あ
る
が
、
東
の
U
q
げ
び
。
（
一
＝
・
九
イ
ン
チ
）
に
及
ぶ
と
安
定
度
は
大
き
い
。
飼
線
密
度
も
一
方
マ
イ
ル
三
〇
〇
頭
を
超
え
、
一
方
飼
牛
数
も
大
で
あ
る
。
し
か
も
怪
態
頭
数
は
こ
の
一
〇
年
間
拳
々
に
増
加
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
主
と
し
て
、
小
麦
農
場
の
拡
大
、
灌
瀧
地
域
の
発
達
お
よ
び
肥
料
を
使
用
す
る
牧
草
の
栽
培
に
負
う
て
い
る
。
　
ビ
ク
ト
リ
ア
の
西
部
地
方
　
↓
冨
芝
①
珍
鶏
口
U
一
2
二
9
，
に
A
タ
イ
プ
が
分
布
し
て
い
る
が
、
こ
～
は
、
二
〇
～
三
〇
イ
ン
チ
の
降
雨
を
も
つ
玄
武
岩
の
平
担
地
が
多
く
、
主
と
し
て
草
原
で
あ
る
。
早
く
か
ら
牧
羊
地
と
し
て
開
か
れ
、
今
日
一
方
マ
イ
ル
五
一
〇
頭
の
羊
の
密
度
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
大
抵
の
牧
羊
場
は
牛
を
飼
育
（
特
に
乳
牛
が
多
い
）
し
て
い
る
。
牛
の
密
度
は
一
方
マ
イ
ル
四
四
頭
に
及
ん
で
い
る
。
こ
の
地
方
は
初
期
に
は
羊
毛
生
産
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
牧
草
の
改
良
に
よ
っ
て
仔
羊
の
生
産
を
行
い
、
羊
毛
も
良
質
な
も
の
を
生
産
し
、
牧
草
の
改
良
に
よ
っ
て
、
牧
場
が
小
規
模
化
し
て
い
る
。
ま
た
土
壌
の
よ
い
地
域
で
は
一
Φ
嘱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
（
6
0
）
農
業
発
達
の
傾
向
を
生
じ
、
農
場
の
飼
羊
能
力
を
増
大
し
て
き
た
。
　
こ
の
地
域
か
ら
西
に
及
ぶ
と
、
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
東
南
地
方
弓
げ
Φ
ω
o
葺
げ
・
国
Φ
鋤
ω
藍
子
U
ぞ
一
巴
。
口
は
玄
武
岩
の
平
原
か
ら
な
る
叢
林
地
帯
が
多
い
。
河
岸
の
大
き
い
砂
丘
の
た
め
に
、
雨
期
の
排
水
が
大
き
い
問
題
で
あ
る
。
従
来
の
A
タ
イ
プ
か
ら
、
近
年
肉
羊
の
飼
育
が
の
び
て
き
て
い
る
。
　
極
め
て
粗
放
的
な
牧
畜
経
営
を
行
っ
て
い
る
A
タ
イ
プ
地
域
の
牧
場
改
良
は
決
し
て
一
般
的
で
な
く
、
こ
と
に
、
乾
燥
地
域
に
お
い
て
は
殆
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
σ
A
タ
イ
プ
の
多
雨
地
域
の
そ
れ
も
極
く
最
近
の
こ
と
で
あ
る
が
、
と
に
か
く
、
北
は
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
草
、
南
で
は
ク
ロ
ー
バ
ー
が
主
な
牧
草
で
あ
る
。
　
B
タ
イ
。
フ
地
域
　
こ
の
地
域
は
、
黒
く
地
域
的
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
北
の
ニ
ユ
ウ
サ
ウ
ス
ウ
エ
ー
ル
ズ
の
台
地
は
冬
低
温
で
、
雨
は
夏
に
多
い
。
起
伏
が
大
き
く
、
牧
草
に
乏
し
い
。
幼
い
羊
の
飼
育
は
危
険
で
、
羊
の
非
生
産
地
域
で
あ
り
、
主
と
し
て
A
タ
イ
プ
地
域
か
ら
購
入
し
て
、
羊
毛
の
生
産
を
主
と
し
て
い
る
。
ニ
ユ
ウ
サ
ウ
ス
ウ
エ
ー
ル
ズ
の
南
の
台
地
も
同
様
で
、
飼
羊
密
度
、
は
一
方
マ
イ
ル
三
〇
〇
頭
を
超
え
て
い
る
。
　
更
に
、
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
東
南
地
方
目
げ
①
ω
o
q
史
話
器
昏
Φ
≡
U
臨
く
一
ω
一
8
の
海
岸
、
囚
き
σ
q
碧
o
o
島
、
団
。
時
。
半
島
の
尖
端
等
に
、
＼
過
去
、
羊
の
生
産
（
A
タ
イ
プ
）
に
失
敗
し
た
地
域
が
分
布
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
は
冬
雨
が
多
い
が
、
主
な
要
因
は
、
鉱
物
質
の
欠
如
に
よ
る
牧
草
の
貧
弱
さ
に
よ
っ
て
い
る
。
最
近
の
科
学
が
、
こ
れ
を
克
伏
し
て
、
羊
の
生
産
ば
か
り
で
な
く
、
肉
羊
の
肥
育
さ
え
可
能
な
こ
と
を
証
明
し
て
き
て
い
る
。
　
　
，
　
C
タ
イ
プ
地
域
（
小
麦
i
羊
毛
地
域
）
　
小
麦
農
場
が
急
速
に
拡
大
し
て
行
っ
た
時
期
に
、
土
地
の
整
備
が
進
ん
だ
が
、
割
り
当
て
ら
れ
た
耕
地
が
狭
く
、
現
金
牧
入
が
困
難
で
あ
っ
た
の
と
、
休
閑
時
の
土
地
利
用
と
し
て
羊
を
飼
育
し
て
き
た
。
　
小
麦
は
旱
越
や
そ
の
市
況
の
不
況
の
時
に
は
、
乾
草
と
し
て
羊
の
飼
糧
に
な
り
、
ま
た
羊
は
早
冬
に
お
け
る
小
麦
の
徒
長
を
除
ぐ
た
め
に
も
利
用
さ
れ
る
。
休
閑
農
地
の
利
用
、
土
壌
や
地
形
の
関
係
か
ら
耕
地
と
し
て
利
用
出
来
な
い
土
地
の
利
用
法
と
し
て
、
羊
の
飼
育
は
極
め
て
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
軽
土
壌
で
ば
、
単
に
小
麦
生
産
の
み
に
利
用
さ
れ
る
耕
地
よ
り
も
、
放
牧
を
か
ね
る
方
が
小
麦
の
生
産
は
高
い
。
ま
た
、
土
壌
や
地
形
の
関
係
か
ら
耕
地
と
心
て
利
用
出
来
な
い
土
地
で
も
、
数
年
間
は
自
然
生
の
草
で
放
牧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）
に
堪
え
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
　
「
羊
を
も
た
な
い
小
麦
生
産
は
、
愚
か
な
こ
と
で
あ
る
」
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
事
実
全
小
麦
農
場
の
八
○
％
が
牧
羊
を
か
ね
、
全
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
羊
の
％
以
上
が
、
小
麦
農
場
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
最
近
の
羊
毛
　
　
　
オ
τ
ス
ト
ラ
リ
ア
牧
畜
業
の
地
域
構
造
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
九
恥ゆ剛要住数羊飼るけおに三農疲4劃10傷
研
究
年
差
に
比
数
る
羊
め
全
占
場
数
農麦小
羊
に
％
場
る
貯
め
全
占
慶
数
日
三
江
農次年
渥
％
3
⑩
　
」
　
。
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さ
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字
ら
年
年
　
数
か
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^8
@
　
の
る
35
S7
@
　
こ
あ
19
P9
@
　
　
で
　
　
　
つ
　
　
　
　
二
五
〇
市
場
の
好
況
に
よ
っ
て
漸
増
の
傾
向
が
強
く
（
第
一
〇
表
）
、
今
日
で
は
小
麦
地
帯
に
お
け
る
農
場
の
小
麦
生
産
は
、
む
し
ろ
副
業
的
　
　
（
6
2
）
で
あ
る
。
　
レ
ー
農
法
が
進
ん
で
、
自
然
生
の
草
の
価
値
が
認
識
さ
れ
て
い
る
が
、
や
は
り
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
か
ら
、
地
域
に
適
し
た
牧
草
栽
培
も
進
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
特
に
自
然
生
の
草
に
の
み
依
存
出
来
な
い
寡
雨
地
帯
に
お
い
て
そ
う
で
あ
る
。
多
く
は
オ
ー
ト
が
、
冬
雨
の
信
頼
出
来
る
地
域
で
は
豆
類
が
、
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
小
麦
地
帯
で
は
、
ル
ビ
必
ス
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
　
一
般
に
小
麦
地
帯
の
羊
は
肉
三
種
が
多
い
が
、
市
場
へ
の
輸
送
条
件
の
悪
い
地
域
で
は
羊
毛
生
産
が
圧
倒
的
で
あ
る
。
　
D
タ
イ
プ
地
域
（
肉
羊
地
域
）
　
牧
草
の
改
良
以
前
に
は
、
肉
羊
種
の
肥
育
は
、
羊
毛
四分の羊囲ア儲
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オ
ー
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ト
ラ
リ
ア
牧
畜
業
の
地
域
構
造
　
淋
　嬬　㎞
　㎜㍊
成作りほ醐緑孤捻凪π箆婚F
地
域
よ
り
多
雨
で
、
か
つ
年
間
の
配
」
分
の
よ
い
地
方
の
土
壌
の
良
好
な
地
域
に
限
ら
れ
て
い
た
。
交
通
機
関
が
発
達
し
て
、
小
麦
農
場
に
多
く
肉
羊
種
が
肥
育
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
乾
燥
と
飼
糧
と
の
関
係
か
ら
市
場
へ
の
供
給
は
春
に
限
ら
れ
る
。
ま
た
灌
概
設
備
の
発
達
し
た
地
域
も
同
様
肉
羊
の
肥
育
を
行
っ
て
い
る
。
最
後
に
雨
量
が
多
い
が
、
貧
弱
な
土
壌
や
起
伏
の
大
き
い
地
形
の
地
方
で
も
牧
場
の
改
良
で
肉
羊
種
の
肥
育
が
進
ん
で
き
て
い
る
。
　
肉
羊
地
域
の
農
民
は
第
一
に
出
来
る
だ
け
牧
草
を
利
用
し
よ
う
と
し
、
作
物
は
草
が
充
分
に
成
長
し
な
い
シ
ー
ズ
ン
期
間
だ
け
の
飼
糧
に
用
意
さ
れ
る
。
オ
ー
ト
、
大
麦
、
ス
ー
ダ
ン
　
　
　
ニ
五
一
　
　
　
研
究
　
年
報
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
五
二
草
、
ア
ワ
、
カ
ブ
、
ナ
タ
ネ
等
が
主
要
な
栽
培
作
物
で
あ
る
。
　
こ
の
D
タ
イ
。
フ
地
域
の
拡
大
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
土
地
利
用
の
集
約
化
へ
の
一
時
期
を
劃
す
る
も
の
で
あ
り
。
今
後
も
大
き
く
発
展
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
問
題
は
生
産
物
の
市
場
で
あ
り
、
こ
と
に
羊
毛
と
羊
肉
と
の
相
対
的
な
価
格
の
問
題
で
あ
る
。
四
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
経
済
に
お
け
る
牧
羊
業
の
意
義
　
一
八
九
〇
年
代
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
地
理
と
歴
史
の
転
換
期
に
直
面
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
の
成
立
、
白
濠
政
策
の
（
6
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
4
）
確
立
、
基
準
賃
金
制
度
の
制
定
、
各
種
産
業
の
保
護
政
策
の
樹
立
等
は
、
こ
の
転
換
の
具
体
的
な
表
現
と
み
て
よ
い
。
今
ま
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
牧
羊
業
一
辺
倒
の
発
達
を
つ
ゴ
け
、
そ
の
経
済
は
全
く
牧
羊
業
か
ら
の
生
産
物
－
主
と
し
て
羊
毛
一
に
の
み
依
存
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
一
九
世
紀
末
は
、
空
間
的
に
い
う
と
、
チ
ユ
ウ
ネ
ン
の
放
牧
圏
と
し
て
の
こ
の
国
が
、
経
済
的
破
局
に
塗
し
た
時
期
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
新
し
い
経
済
空
間
の
建
設
に
向
う
転
換
期
な
の
で
あ
る
。
且
ハ
体
的
に
は
牧
羊
業
空
間
か
ら
、
酪
農
業
、
農
業
お
よ
び
工
業
空
間
の
建
設
へ
の
転
換
期
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
が
均
衡
的
に
発
展
す
る
こ
と
が
要
請
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
労
働
集
約
的
な
工
業
、
酪
農
業
、
一
部
の
農
業
．
の
如
き
、
保
護
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
始
め
て
「
均
衡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
7
）
　
　
　
　
　
　
（
6
8
）
　
　
　
　
　
（
6
9
）
的
発
展
」
の
可
能
な
産
業
を
含
く
ん
で
い
た
。
此
等
の
産
業
は
、
生
産
奨
励
金
或
は
輸
出
補
助
金
、
保
護
関
税
等
の
諸
施
策
に
よ
っ
て
、
計
画
的
に
生
産
の
伸
張
が
は
か
ら
れ
た
。
酪
農
業
の
保
護
政
策
は
早
く
も
一
九
〇
四
年
に
取
ら
れ
て
い
る
。
一
九
世
紀
末
の
転
換
期
は
だ
か
ら
、
ま
た
従
来
の
自
由
経
済
か
ら
計
画
経
済
へ
の
転
換
期
で
で
も
あ
っ
た
。
　
こ
の
よ
う
な
経
済
の
計
画
化
は
、
も
ち
ろ
ん
急
速
に
取
ら
れ
た
の
で
は
な
い
。
コ
プ
ラ
ン
ド
は
、
一
九
二
九
年
か
ら
の
不
況
の
善
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
0
）
後
策
と
し
て
、
　
「
統
制
経
済
」
を
執
っ
た
と
述
べ
、
一
九
三
九
年
の
戦
争
勃
発
前
の
下
で
、
濠
洲
経
済
制
度
は
あ
る
点
に
お
い
て
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
1
）
統
制
経
済
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
筆
者
は
、
必
ず
し
も
こ
の
不
況
後
か
ら
統
制
経
済
的
施
策
が
始
ま
っ
た
の
で
は
な
く
、
不
況
開
始
以
前
か
ら
早
く
も
と
ら
れ
た
砂
糖
、
，
バ
タ
ー
等
の
保
護
政
策
を
み
る
と
、
明
か
に
広
大
な
空
間
を
利
用
す
る
牧
畜
誉
め
輸
出
に
よ
っ
て
受
取
っ
た
地
代
の
差
額
を
、
他
の
産
業
に
再
分
配
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
産
業
の
均
衡
的
発
展
は
か
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
の
強
い
こ
と
は
否
定
出
来
な
い
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、
コ
プ
ラ
ン
ド
の
い
う
「
不
況
に
よ
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
2
）
て
生
じ
た
負
担
と
損
失
と
を
、
国
民
全
体
に
平
等
に
頒
け
る
た
め
に
は
干
渉
も
己
む
を
得
な
い
」
と
い
う
思
想
は
、
必
ず
し
も
不
況
の
負
担
の
平
等
ば
か
り
で
な
く
、
産
業
の
「
均
衡
的
発
展
」
の
た
め
に
、
差
額
地
代
の
利
益
の
平
等
分
配
の
思
想
に
通
じ
る
も
の
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
3
）
あ
る
。
こ
れ
は
単
に
、
保
護
な
き
原
始
産
業
が
補
助
金
や
奨
励
金
支
出
の
負
担
を
う
け
る
ば
か
り
で
な
く
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ら
の
産
業
の
輸
出
市
場
が
」
例
え
ば
工
業
の
極
端
な
保
護
関
税
政
策
の
た
め
に
、
輸
出
市
場
に
お
い
て
報
復
的
な
関
税
障
壁
を
う
け
、
自
ら
を
せ
ま
く
す
る
結
集
を
う
け
る
こ
と
に
な
る
。
か
く
し
て
、
自
給
化
を
め
ざ
す
戦
後
の
急
激
な
工
業
化
政
策
は
国
際
競
争
力
が
弱
く
、
特
定
の
市
場
し
か
も
ち
得
な
い
諸
輸
出
産
業
の
市
場
を
い
よ
い
よ
せ
ま
く
し
、
そ
れ
ら
の
発
展
に
限
界
を
課
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
自
給
化
傾
向
を
う
な
が
し
て
く
る
。
こ
れ
に
対
し
て
国
際
競
争
力
の
強
い
輸
出
品
－
羊
毛
の
輸
出
に
一
層
集
中
的
に
依
存
を
強
く
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
4
）
い
く
傾
向
を
取
る
は
つ
で
あ
る
。
　
す
な
わ
ち
、
保
護
な
ぎ
産
業
－
特
に
羊
毛
一
こ
そ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
計
画
経
済
な
い
し
は
統
制
経
済
を
遂
行
す
る
経
済
的
支
柱
な
の
で
あ
る
。
　
二
〇
世
紀
は
た
し
か
に
h
従
来
極
め
て
微
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
農
業
、
酪
農
業
お
よ
び
工
業
の
発
展
を
み
、
い
わ
ゆ
る
産
業
の
「
多
角
的
」
或
は
「
均
衡
的
」
発
展
を
と
げ
、
小
麦
、
バ
タ
ー
、
砂
糖
な
ど
の
輸
出
は
大
き
く
伸
張
し
、
第
二
次
大
戦
後
に
は
、
工
業
生
産
は
国
内
総
生
産
額
の
五
〇
％
を
超
え
た
。
こ
の
国
の
経
済
的
繁
栄
が
、
全
く
そ
れ
に
依
存
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
輸
出
　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
牧
畜
業
の
地
域
構
造
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
三
研
究
年
報
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∠
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脳
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宣
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脚
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能
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響
一
言
一
　
一
毛
麦
羊
小
買
「タバ
箪
類
糖
実
字
肉
砂
果
輸
出
総
額
に
占
め
る
比
瓠醐珈貯解鱗鵬棚㍑諾灘弾
弓
ー
ー
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二
五
四
産
業
の
輸
出
の
面
を
み
る
と
、
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
羊
毛
の
相
対
的
重
要
性
は
明
か
に
低
下
し
、
小
麦
そ
の
他
が
輸
出
面
に
大
き
い
比
重
を
占
め
て
き
て
い
た
（
第
一
一
表
）
。
　
つ
ま
り
生
産
に
お
い
て
も
、
輸
出
の
面
に
お
い
て
も
羊
毛
一
辺
倒
の
修
正
は
二
〇
世
紀
の
大
き
い
課
題
で
あ
り
、
事
実
成
功
を
お
さ
め
て
き
た
。
同
時
に
、
土
地
利
用
の
上
に
も
、
当
然
修
正
が
行
わ
れ
、
耕
地
は
二
〇
世
紀
前
半
、
急
速
に
拡
大
し
て
い
っ
た
（
第
一
図
）
。
　
こ
れ
ら
産
業
の
多
角
的
発
展
は
、
当
時
の
生
産
、
輸
送
の
革
　
　
　
　
　
　
　
（
7
5
）
命
的
な
技
術
的
進
歩
を
背
景
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
小
麦
は
ま
た
イ
ギ
リ
ス
の
穀
物
条
令
の
廃
止
に
市
場
を
確
保
し
た
こ
と
に
よ
る
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ヤ
に
お
け
る
経
済
の
多
角
的
発
展
は
、
基
本
的
に
は
こ
の
国
の
計
画
経
済
の
遂
行
と
い
う
大
き
い
政
策
的
背
景
を
も
っ
て
い
る
。
　
保
護
産
業
は
主
と
し
て
労
働
集
約
的
産
業
で
あ
る
が
、
保
護
な
き
産
業
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
極
め
て
少
い
労
働
力
に
よ
っ
て
、
こ
の
国
の
広
大
な
空
間
を
利
用
し
、
或
は
土
地
生
産
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
6
）
力
に
主
と
し
て
依
存
す
る
産
業
で
あ
り
、
い
わ
ば
、
安
価
な
地
代
の
差
額
を
、
こ
れ
ら
の
商
品
の
輸
出
を
通
し
て
海
外
か
ら
受
取
っ
て
い
る
。
ハ
リ
ス
の
い
う
経
済
的
支
柱
と
は
実
は
こ
の
国
の
差
額
地
代
で
あ
り
、
広
大
な
空
間
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
空
間
の
最
大
の
利
用
者
は
牧
羊
業
者
な
の
で
あ
る
。
　
二
〇
世
紀
の
多
角
的
発
展
は
、
土
地
の
上
か
ら
い
う
と
、
従
来
の
O
。
・
⇔
ω
叱
。
亭
℃
一
＄
ω
①
ら
。
一
一
。
望
　
の
土
地
制
度
に
よ
っ
て
広
大
な
空
目
を
殆
ん
ど
独
占
し
て
い
た
牧
羊
場
の
分
割
と
、
そ
れ
に
伴
う
土
地
利
用
の
多
角
化
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
農
業
人
口
の
増
加
策
が
取
ら
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
b
一
〇
ω
①
同
ω
①
艶
。
日
①
巳
℃
o
＝
。
矯
で
あ
る
。
従
っ
て
新
し
い
耕
地
の
開
拓
は
む
し
ろ
従
来
の
牧
羊
業
の
酪
農
業
（
河
岸
地
域
を
除
い
て
）
、
農
業
の
兼
営
と
い
う
形
で
進
め
ら
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
み
ら
れ
た
よ
う
な
耕
地
の
拡
大
に
伴
う
、
牧
場
の
西
漸
運
働
の
み
ら
れ
な
い
理
由
で
あ
る
。
　
農
場
は
、
殆
ん
ど
す
べ
て
羊
或
は
乳
牛
、
肉
牛
の
何
れ
か
を
飼
育
し
、
小
麦
地
帯
で
も
、
羊
を
も
た
な
い
農
家
は
わ
っ
か
％
に
す
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
甘
薦
或
は
果
樹
農
業
を
除
く
と
、
農
業
は
あ
く
ま
で
牧
畜
業
の
副
次
的
地
位
に
止
ま
っ
て
お
り
、
従
っ
て
牧
畜
業
も
牧
草
に
主
と
し
て
依
存
し
、
農
業
は
土
地
利
用
の
点
か
ら
み
る
と
、
牧
畜
業
に
従
属
し
た
「
草
」
農
業
な
の
で
あ
る
。
総
耕
地
の
う
ち
、
小
麦
農
場
が
五
〇
％
を
占
め
て
い
る
が
、
他
は
牧
草
或
は
そ
れ
に
近
い
飼
糧
作
物
農
業
で
、
近
年
小
麦
耕
地
の
減
少
と
、
飼
糧
作
物
耕
地
の
増
大
傾
向
が
強
い
（
第
一
二
表
）
。
輸
出
面
で
も
、
小
麦
の
相
対
的
地
位
は
低
下
し
て
い
る
が
、
他
の
重
要
の
農
産
物
の
輸
出
品
は
補
助
金
に
よ
る
砂
糖
と
果
実
位
で
あ
る
。
そ
し
て
農
業
の
地
域
的
分
化
は
、
模
式
的
に
い
え
る
こ
と
は
、
　
「
オ
ー
ト
麦
や
大
麦
は
首
都
周
辺
に
多
く
、
甘
蕪
は
東
北
河
岸
に
点
在
し
、
あ
つ
い
地
．
域
か
ら
、
甘
蕪
、
綿
花
、
と
う
も
ろ
こ
し
、
小
麦
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
7
）
，
ブ
ド
ー
、
オ
ー
ト
麦
、
ポ
テ
ト
、
り
ん
ご
と
順
次
変
っ
て
く
る
」
　
（
第
八
図
）
。
こ
れ
は
牧
畜
業
と
大
き
い
相
違
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
8
）
　
か
㌧
る
農
業
の
状
況
で
、
農
業
人
口
の
増
加
政
策
は
、
実
際
に
殆
ん
ど
失
敗
に
終
る
し
、
農
業
振
興
策
は
牧
畜
業
振
興
策
に
終
る
観
が
あ
り
、
農
業
移
民
も
、
結
局
都
市
人
口
と
な
る
。
都
鄙
の
人
口
比
率
は
い
よ
い
よ
大
き
い
格
差
を
も
っ
て
く
る
。
急
激
な
し
か
　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
牧
畜
業
の
地
域
構
造
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
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五
研
究
年
報
化変の地早耳12儲
研
驚
％
浴
　
9
8
　
’
2
　
9
9
冶
β
崎
　
6
5
　
’
5
　
0
0
4
0
8
1
3
0
9
1
3
2
1
9
　
1
％
』
悪
計
3
」
2
2
石
3
　
0
0
5
0
5
1
3
0
8
1
0
2
1
5
　
1
／
3
鯉
軸
翻
1
1
％
石
』
3
　
9
3
⑯
β
石
　
’
8
　
6
3
　
0
0
6
5
2
6
コ
ー
3
5
1
1
2
　
1
研
伍
研
佃
鰯
侶
搦
㎜
5
0
3
0
桝
脚
　
　
　
　
　
　
　
　
1
脇
戸
脇
縛
粥
娼
鎚
筋
軸
1
3
1
9
2
9
3
8
1
9
1
9
蟹
囎
糊
三
途
脳
白
丁
霧
欝
繍
繍
計
吟
鮎よ胸㈹磁㎞肛距
　
　
　
　
　
　
　
、
二
五
六
も
国
内
自
給
化
を
め
ざ
す
工
業
化
の
政
策
は
結
局
、
国
際
競
争
力
の
弱
い
集
約
的
農
業
や
酪
農
業
の
市
場
を
せ
ま
く
し
て
、
都
市
人
口
の
増
加
之
相
ま
っ
て
農
業
自
体
自
給
的
傾
向
を
取
っ
て
く
る
。
農
業
、
酪
農
業
は
停
滞
し
て
、
相
対
的
に
輸
出
に
お
い
て
か
っ
て
の
圧
倒
的
地
位
を
失
っ
て
い
た
牧
羊
業
が
、
強
い
国
際
競
争
力
に
よ
っ
て
再
び
一
九
世
紀
の
地
位
を
回
復
し
、
牧
羊
業
一
辺
倒
の
姿
を
取
っ
て
く
る
（
第
一
一
表
）
わ
け
で
あ
る
。
二
〇
世
紀
に
企
図
ざ
れ
た
多
角
的
均
衡
的
発
展
は
、
工
業
の
み
布分の業当日　朧
　28
n
よ
μ
な
の
。
）
確
こ
い
55
ｾ
、
な
19
A
で
来
（
は
の
出
ね
業
い
が
亡
魂
な
と
捻
の
い
こ
聡
ア
て
く
A
り
し
画
蹴
ラ
な
か
一。
g
を
し
鍍
銚
姻
。
オ
域
う
な
ら
ず
、
牧
畜
業
を
除
く
他
の
産
業
の
国
内
自
給
の
傾
向
を
取
っ
て
、
依
然
と
し
て
、
牧
羊
業
は
、
こ
の
国
の
計
画
的
経
済
の
支
柱
で
あ
る
こ
と
を
明
か
に
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
地
域
構
造
の
上
に
も
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
農
業
の
地
域
構
造
に
つ
い
て
は
、
更
に
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
と
思
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
註
（
1
）
拙
稿
”
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
農
業
的
土
地
利
用
（
長
崎
大
学
東
南
ア
ジ
ア
研
究
年
報
第
一
集
一
一
九
五
九
年
一
，
（
2
）
拙
稿
”
前
掲
書
第
一
表
参
照
　
（
3
）
吋
Φ
碧
げ
o
o
貯
。
囲
暮
①
O
o
ヨ
ヨ
8
昌
妻
①
巴
昌
。
軌
》
自
ω
可
巴
冨
（
以
下
団
。
碧
び
o
o
評
と
略
称
す
る
）
2
0
・
章
一
お
㎝
O
Q
工
業
の
章
　
（
4
）
k
Φ
霞
げ
o
o
吋
Z
o
・
さ
一
お
㎝
α
年
度
工
業
の
章
　
（
5
）
同
　
右
　
（
6
）
拙
稿
…
前
掲
の
註
（
1
）
参
照
　
（
7
）
工
業
の
生
産
額
は
附
加
価
値
で
示
さ
れ
て
い
る
が
、
工
業
の
輸
出
額
は
製
品
の
価
格
で
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
正
確
に
は
輸
出
の
生
産
に
　
　
　
対
す
る
比
率
は
、
更
に
、
約
二
・
五
％
に
低
下
し
、
工
業
は
殆
ん
ど
完
全
な
自
給
産
業
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
　
（
8
）
毛
・
｝
o
ω
①
“
出
；
o
曙
o
h
》
q
の
跨
鋤
貯
忽
倉
。
（
お
玉
）
づ
・
P
ω
ω
に
羊
毛
価
格
の
下
落
や
旱
魅
に
よ
っ
て
、
全
資
産
を
あ
げ
て
牧
羊
業
に
投
　
　
　
資
す
る
危
険
を
指
摘
し
て
、
多
角
的
発
展
の
必
要
を
述
べ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
・
　
（
9
）
国
●
Ω
・
出
霞
ユ
の
“
》
信
ω
＃
9
一
冨
．
ω
Z
①
出
自
⇔
＝
ヨ
①
お
ω
3
9
。
づ
q
2
帥
二
周
目
臼
・
一
勺
。
＝
o
団
二
㊤
ω
c
◎
”
蜜
9
び
o
q
旨
。
）
日
本
訳
、
濠
州
の
政
治
　
　
　
経
済
構
造
六
八
頁
　
（
1
0
）
Ω
・
臼
畠
一
〇
昏
》
二
ω
霞
巴
冨
（
一
〇
＄
）
P
ω
ω
P
　
特
に
東
南
地
方
に
そ
う
で
が
つ
た
。
こ
の
た
め
に
、
乾
燥
や
野
免
等
の
自
然
的
災
害
に
　
　
　
大
き
い
被
害
を
5
5
け
ざ
る
を
得
な
い
。
　
（
1
1
）
9
日
鋤
≦
o
旨
一
げ
乙
●
℃
●
ω
き
一
ω
会
・
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
、
　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
牧
畜
［
業
の
地
域
構
造
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
五
七
　
研
究
年
報
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
入
（
1
2
）
次
の
「
乳
牛
の
分
布
」
の
項
参
照
（
1
3
）
O
．
目
蝉
覧
。
目
…
一
ぴ
乙
●
b
●
ω
ω
P
（
1
4
）
≦
9
畠
『
9
B
鋤
旨
畠
妻
o
o
拝
い
餌
昌
傷
、
d
江
＝
N
薗
江
。
昌
貯
》
葛
空
玉
一
帥
（
お
鶉
）
℃
●
お
○
○
●
（
1
5
）
類
9
畠
げ
騨
B
四
旨
匹
≦
o
o
q
…
ま
乙
。
娼
．
凸
8
●
（
1
6
）
Ω
・
目
鋤
凱
o
h
ま
刃
傷
。
b
・
ω
ω
『
に
よ
る
と
、
例
え
ば
、
北
部
領
の
牛
は
歩
い
て
三
ケ
月
か
玉
っ
て
ク
イ
ン
ズ
ラ
ン
ド
に
つ
き
、
更
に
、
南
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
マ
レ
ー
ま
で
三
ケ
月
を
要
す
る
。
つ
い
で
、
ア
デ
レ
ー
ド
に
ト
ラ
ッ
ク
で
は
こ
ば
れ
る
。
こ
の
ル
ー
ト
が
、
水
の
供
給
　
に
最
も
す
ぐ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
約
三
〇
〇
頭
の
牛
に
四
、
五
人
の
管
理
の
も
と
に
移
動
が
行
わ
れ
る
。
（
7
1
）
ミ
帥
畠
ゴ
9
B
国
昌
q
ミ
o
o
免
ま
箆
●
b
●
一
①
伊
（
8
1
）
　
≦
げ
自
『
9
ヨ
。
昌
自
ミ
o
o
臼
ま
箆
。
7
凸
①
ご
（
1
9
）
パ
ー
ク
ン
ー
台
地
（
約
三
〇
、
○
○
○
平
方
マ
イ
ル
）
は
ク
イ
ン
ズ
ラ
ン
ド
か
ら
北
部
領
に
ま
た
が
り
、
約
一
五
〇
ブ
イ
ー
ト
の
高
地
で
　
あ
る
。
地
下
水
が
豊
富
で
牧
草
も
適
度
で
あ
る
が
、
そ
の
中
心
地
は
水
に
不
足
し
、
乾
燥
時
に
困
難
す
る
。
（
2
0
）
ビ
ク
ト
リ
ア
河
（
北
部
領
）
バ
ー
ク
レ
ー
台
地
に
ほ
f
似
て
い
る
。
（
2
1
）
オ
ル
ド
・
フ
イ
ッ
ロ
イ
河
地
域
（
キ
ン
パ
、
レ
ー
地
方
）
は
約
一
、
○
○
○
フ
ィ
ー
ト
の
高
度
を
も
っ
た
侵
蝕
高
原
で
、
低
山
地
を
ふ
く
　
ん
で
い
る
。
水
は
平
均
各
シ
ー
ズ
ン
に
利
用
出
来
る
。
土
壌
は
や
せ
、
家
畜
の
通
路
は
、
地
形
の
起
伏
が
大
き
く
、
不
利
で
あ
る
。
（
2
2
）
ア
ー
チ
ジ
ャ
ン
盆
地
の
東
面
に
あ
る
海
岸
山
系
地
方
で
東
西
に
約
二
五
〇
「
マ
イ
ル
の
巾
を
も
ち
ヨ
ー
ク
半
島
に
及
ん
で
い
る
。
雨
は
二
〇
　
～
三
〇
イ
ン
チ
あ
る
が
、
地
形
の
起
伏
が
大
き
く
、
羊
の
放
牧
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
（
2
3
）
類
9
自
ゴ
曽
B
帥
β
q
≦
o
o
q
∵
一
玄
9
P
6
ω
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
（
2
4
）
例
え
ば
、
　
≦
。
8
【
冨
空
く
霞
b
O
妻
諺
の
牧
場
は
約
一
三
、
○
○
○
平
方
マ
イ
ル
あ
り
、
約
一
三
八
、
○
○
○
頭
の
肉
牛
を
飼
育
し
、
　
し
d
三
二
。
茸
Φ
O
o
窯
昌
ω
は
三
四
、
○
○
○
平
方
マ
イ
ル
に
四
〇
、
○
○
○
頭
の
牛
を
か
っ
て
い
る
。
　
（
Ω
●
］
り
餌
《
一
〇
H
”
一
ぴ
一
見
●
b
・
ω
ω
晶
．
）
へ
2
5
）
O
。
弓
曙
一
脅
”
ま
置
●
燭
●
ω
ω
O
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
（
2
6
）
≦
9
α
ゴ
鋤
日
鋤
昌
q
≦
o
o
免
一
げ
置
●
娼
．
お
P
（
2
7
）
Ω
壱
b
湿
雪
畠
の
西
縁
に
始
め
て
植
民
さ
冗
た
の
が
一
入
七
〇
～
七
五
年
で
あ
っ
た
。
　
そ
の
時
ま
で
は
こ
の
密
林
地
方
に
は
全
く
人
跡
が
　
な
か
っ
た
。
密
林
を
開
く
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
、
こ
れ
を
焼
却
、
除
去
す
る
の
に
約
一
工
ー
カ
ー
当
り
約
六
～
七
ポ
ン
ド
（
膀
）
を
要
し
　
た
。
当
時
の
賃
金
が
週
給
で
一
五
セ
ン
ト
～
一
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
な
お
、
今
日
で
も
第
四
図
に
示
し
た
よ
弓
な
、
枯
死
し
た
焼
　
残
り
の
立
木
が
多
く
残
存
し
て
い
る
。
　
（
ノ
剰
P
α
ゴ
9
白
9
口
「
麟
ぐ
く
o
o
ら
”
一
び
一
霞
●
b
。
P
ω
）
1
第
四
図
参
照
　
　
　
　
　
　
、
（
2
8
）
零
⇔
自
ご
⇔
ヨ
①
昌
自
≦
o
o
α
”
＝
）
乙
・
娼
・
ま
㎝
・
（
2
9
）
≦
p
。
α
冨
8
き
α
≦
。
。
昏
ま
缶
灼
●
一
①
。
。
に
よ
る
と
、
古
い
密
赫
地
域
を
開
拓
し
た
酪
農
場
を
良
好
な
状
態
で
維
持
す
る
こ
と
も
極
め
て
　
高
価
で
あ
っ
て
、
例
外
も
あ
る
が
、
起
伏
の
大
き
い
地
域
で
は
農
場
放
棄
が
見
ら
れ
て
い
る
。
（
3
0
）
日
冨
団
Φ
師
Φ
鎚
一
U
錬
蔓
ぎ
く
Φ
ω
什
お
鉾
一
§
O
。
日
巳
暮
8
は
一
九
三
〇
年
に
、
　
ω
寓
N
9
。
。
江
山
地
方
で
、
一
五
〇
、
○
○
○
エ
ー
カ
，
1
が
放
棄
さ
れ
、
　
一
六
〇
、
○
○
○
エ
ー
カ
ー
が
無
視
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
再
び
森
林
化
し
て
き
た
も
の
も
あ
り
、
ま
た
再
度
整
備
さ
　
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
森
林
化
は
進
行
中
で
あ
る
と
報
告
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
（
3
1
）
　
一
八
九
四
i
一
九
〇
四
年
の
間
に
年
々
一
工
ー
カ
ー
当
り
一
ポ
ン
ド
づ
玉
上
昇
し
、
一
、
九
一
四
年
に
は
、
　
一
工
ー
早
目
当
り
工
○
ポ
ン
ド
　
が
合
理
的
な
価
格
と
な
っ
た
。
一
九
四
〇
年
に
は
牧
草
の
改
良
の
結
果
一
工
ー
カ
ー
当
り
三
〇
～
四
〇
ポ
ン
ド
と
な
っ
た
。
　
　
（
ミ
9
D
穿
9
ヨ
　
鋤
ロ
山
≦
o
o
臼
一
び
三
◎
b
・
P
①
）
（
3
2
）
〉
↓
冨
ユ
8
台
地
は
酪
農
場
の
北
の
極
限
地
域
で
あ
る
。
道
路
が
未
発
達
で
あ
り
、
か
つ
密
林
の
除
去
が
困
難
で
、
農
業
は
殆
ん
ど
未
開
　
発
で
あ
る
。
野
菜
類
や
牧
草
が
雑
草
に
圧
倒
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
　
　
旨
。
お
8
口
湾
地
方
は
、
首
都
し
d
ユ
ω
び
碧
Φ
の
市
場
が
大
き
く
、
最
も
酪
農
業
は
専
門
化
し
て
い
る
。
　
（
≦
巴
ご
p
。
コ
p
。
コ
幽
≦
。
o
脅
ま
崔
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
p
窃
N
）
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
牧
畜
業
の
地
域
構
造
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
九
　
研
究
年
報
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
二
六
〇
（
3
3
）
≦
乙
Φ
湾
地
方
は
と
5
も
ろ
こ
し
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
、
そ
の
他
の
作
物
を
栽
培
し
、
℃
。
答
O
諜
旨
ω
地
方
は
棉
花
や
瓶
華
の
栽
培
を
か
ね
　
て
い
る
。
（
3
4
）
〇
四
＝
ぎ
σ
q
u
。
窯
霧
地
方
は
他
に
小
麦
、
サ
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
等
の
栽
培
を
か
ね
て
い
る
。
水
は
ボ
ー
リ
ン
グ
や
井
戸
伽
ら
充
分
に
得
ら
れ
　
農
業
に
も
有
利
で
あ
る
。
よ
い
牧
草
と
病
害
が
少
く
、
海
岸
の
酪
農
地
域
よ
り
も
有
利
で
、
酪
農
場
は
、
こ
の
州
面
積
の
％
を
占
め
て
い
る
。
　
　
（
ぐ
く
9
畠
『
9
円
P
鋤
口
α
ぐ
褐
O
O
α
“
　
一
び
凶
侮
・
冒
ム
①
N
）
（
3
5
）
○
・
↓
四
≦
0
5
ヨ
置
●
P
認
り
・
（
3
6
）
　
（
3
7
）
≦
o
自
5
鋤
ヨ
9
昌
α
≦
o
o
α
”
ま
置
b
●
一
①
N
（
3
8
）
O
●
↓
⇔
覧
。
憶
ま
乙
●
b
ザ
ω
鵠
（
3
9
）
嶺
鋤
α
ゴ
。
ヨ
鋤
口
像
≦
o
o
昏
ヨ
置
●
冒
．
お
O
Q
．
（
4
0
）
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
ア
デ
ン
t
ギ
南
の
丘
陵
地
が
酪
農
場
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
は
雨
量
年
間
三
〇
イ
ン
チ
で
あ
り
、
土
壌
　
の
改
良
が
必
要
で
あ
る
。
酪
農
業
が
こ
の
丘
陵
地
帯
の
主
要
産
業
で
あ
る
が
、
し
ば
し
ば
園
芸
農
そ
の
他
の
小
規
模
作
物
を
伴
っ
て
い
る
。
　
ミ
ル
ク
・
バ
タ
ー
は
首
都
ア
デ
レ
ー
ド
を
市
場
と
し
て
い
る
。
O
話
団
O
o
信
口
貯
（
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
東
南
隅
）
は
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
　
最
大
の
乳
牛
飼
育
地
で
あ
り
、
火
山
灰
土
壌
が
発
達
し
て
、
農
家
は
専
門
化
し
た
酪
農
経
営
を
行
い
、
チ
ー
ズ
の
生
産
を
主
と
し
て
い
る
。
　
ω
勺
①
昌
。
導
管
周
辺
も
酪
農
場
が
多
く
、
低
罎
壽
屋
望
河
の
沼
沢
地
に
は
酪
農
経
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。
　
（
≦
巴
冨
目
き
畠
≦
o
o
臼
ま
乙
●
　
P
δ
⑩
）
（
4
1
）
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
西
南
地
方
で
豚
の
飼
育
を
行
っ
て
い
て
、
野
菜
と
果
樹
農
業
が
伴
っ
て
い
る
。
こ
の
州
は
、
降
雨
、
土
壌
に
　
め
ぐ
ま
れ
ず
、
か
つ
労
働
力
が
不
足
し
て
、
な
お
、
東
部
か
ら
バ
タ
ー
を
移
入
し
て
い
る
。
こ
x
は
州
全
体
が
一
八
九
〇
年
以
降
の
発
展
に
　
主
と
し
て
よ
っ
て
い
る
の
で
、
他
諸
州
か
ら
く
ら
べ
て
、
未
だ
発
展
段
階
が
ひ
く
い
。
　
　
第
一
次
大
戦
後
、
西
南
隅
の
多
雨
地
帯
に
、
酪
農
移
民
が
実
施
さ
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
移
民
が
、
西
南
隅
の
処
女
淋
地
帯
に
送
ら
れ
、
一
九
　
四
二
年
ま
で
に
約
一
、
　
一
〇
〇
戸
の
移
民
が
、
　
一
四
五
、
○
○
○
エ
ー
カ
τ
を
開
い
た
。
し
か
し
一
戸
当
り
の
農
場
が
小
規
模
す
ぎ
＼
コ
ス
　
ト
ダ
ウ
ン
が
出
来
ず
、
乾
燥
時
に
は
経
済
的
に
困
難
を
極
め
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
　
（
♂
〈
僧
像
『
時
日
①
旨
住
ぐ
く
O
O
島
”
　
一
び
一
山
b
ム
①
⑩
i
一
N
O
●
）
（
2
4
）
タ
ス
マ
ニ
ア
の
西
北
地
方
と
国
ぎ
o
q
島
は
乳
牛
が
多
く
、
酪
農
業
は
一
部
で
は
専
門
化
し
、
一
部
は
論
詰
農
業
で
行
わ
れ
て
い
る
。
ミ
ル
　
ク
の
弧
は
バ
タ
ー
に
生
産
さ
れ
る
。
首
都
ホ
バ
ー
ト
周
辺
に
は
ミ
ル
ク
生
産
が
進
ん
で
い
る
。
　
（
≦
9
q
冨
ヨ
。
昌
畠
≦
o
o
臼
凄
一
α
・
b
●
⇒
O
）
（
4
3
）
拙
稿
”
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
農
業
…
的
土
地
利
用
－
前
掲
註
（
1
4
）
参
照
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
（
4
4
）
≦
鋤
山
ゴ
9
目
9
昌
師
≦
o
o
9
ま
乙
●
づ
・
縞
ω
α
　
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
（
4
5
）
H
．
G
．
ハ
リ
ス
も
バ
タ
コ
が
保
護
を
う
け
ず
に
競
争
に
さ
ら
さ
れ
る
な
ら
ば
成
立
し
得
な
い
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
　
（
コ
●
Ω
●
国
p
旨
一
蛇
　
》
ロ
¢
茸
巴
冨
．
ω
ぎ
滞
話
ω
3
鋤
昌
侮
乞
9
怠
§
9
一
℃
o
＝
o
ざ
お
ω
。
。
●
一
日
本
訳
“
濠
洲
の
政
治
経
済
構
造
七
四
頁
）
（
4
6
）
ミ
鋤
山
げ
帥
旨
9
。
p
畠
≦
o
o
臼
き
置
●
サ
①
c
◎
t
①
⑩
●
（
解
）
羊
の
最
適
の
雨
量
は
二
〇
～
三
〇
イ
ン
チ
と
い
わ
れ
、
む
し
ろ
小
麦
よ
り
も
、
よ
り
湿
潤
で
あ
る
（
O
・
目
p
指
事
二
び
箆
・
P
ω
ω
㎝
）
が
、
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
切
H
o
犀
Φ
昌
国
≡
　
（
N
．
S
．
W
．
州
一
雨
量
九
・
三
イ
ン
チ
）
、
日
建
。
o
o
冨
（
S
．
A
．
州
一
六
・
七
イ
ン
チ
）
、
　
国
目
。
一
p
　
（
W
．
A
．
州
一
一
〇
・
Q
イ
ン
チ
）
、
　
℃
9
皆
国
一
一
一
　
（
W
。
A
．
州
一
九
・
六
イ
ン
チ
）
等
の
限
界
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
（
4
8
）
北
の
サ
バ
ナ
地
域
に
対
し
て
も
、
北
の
チ
モ
ー
ル
海
、
ア
ラ
フ
ラ
海
に
面
し
て
O
一
8
。
霞
な
　
　
（
O
仁
Φ
。
p
ω
・
州
－
一
入
・
○
イ
ン
チ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
目
①
昌
肩
口
け
白
目
。
Φ
吋
（
一
四
・
一
イ
ン
チ
ー
北
部
領
）
、
国
母
げ
耳
目
貯
。
（
W
．
A
。
州
－
一
二
七
・
七
イ
ン
チ
）
、
　
O
o
o
H
σ
q
8
≦
昌
　
（
O
ロ
Φ
①
昌
の
・
　
州
－
三
一
・
六
イ
ン
チ
）
お
よ
び
2
巳
ξ
『
q
ぎ
①
　
（
W
。
A
．
州
一
一
二
・
九
イ
ン
チ
）
等
に
牧
羊
場
が
開
か
れ
て
い
る
。
（
4
9
）
≦
9
自
ロ
餌
8
鋤
ロ
q
≦
o
o
臼
ま
乙
・
b
．
⑩
O
●
（
5
0
）
男
。
ぴ
Φ
ほ
”
ω
。
出
・
”
　
国
δ
8
二
二
o
h
》
二
ω
窪
冒
す
p
U
9
コ
自
ω
9
二
Φ
ヨ
Φ
三
P
⇒
O
一
⇒
ゴ
（
5
1
）
単
位
面
積
当
り
の
飼
羊
能
力
が
低
い
の
で
、
大
き
い
資
本
を
投
下
す
る
こ
と
が
、
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
　
（
類
巴
冨
ヨ
き
山
≦
o
o
α
”
　
旨
一
傷
。
冒
・
⑩
0
）
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
牧
畜
業
の
地
域
構
造
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
六
一
、
研
究
年
報
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
二
（
5
2
）
≦
巴
冨
割
き
自
ミ
8
像
の
前
掲
書
五
四
～
六
四
頁
に
、
森
林
を
牧
場
に
整
備
す
る
に
要
す
る
コ
ス
ト
に
つ
い
て
詳
論
さ
れ
て
い
る
が
、
　
今
日
、
森
林
地
帯
を
整
備
し
て
、
水
の
施
設
と
建
物
を
附
設
ず
る
と
一
工
ー
カ
丁
当
り
一
入
ポ
ン
ド
を
必
要
と
す
る
（
同
書
九
一
頁
）
。
そ
　
の
上
に
土
壌
が
貧
弱
で
あ
る
と
、
牧
場
を
良
好
な
状
態
に
維
持
す
る
の
に
多
大
の
費
用
を
要
す
る
。
（
5
3
）
こ
の
島
は
南
江
τ
ス
ト
ラ
リ
ア
州
に
お
い
て
、
最
初
の
計
画
的
な
穣
民
の
送
ら
れ
た
地
域
で
あ
る
。
約
一
〇
〇
万
エ
ー
カ
ー
の
広
さ
と
、
　
温
和
な
気
候
と
、
年
闘
二
三
イ
ン
チ
の
雨
量
を
も
ち
、
年
間
の
配
分
も
好
良
で
あ
っ
た
。
自
然
植
生
を
伐
り
開
く
の
に
一
工
ー
カ
ー
当
り
三
　
－
四
ポ
ン
ド
（
一
九
三
〇
年
）
で
あ
っ
た
が
、
土
壌
が
貧
弱
な
た
め
に
、
栄
養
価
の
ひ
く
い
雑
草
の
み
で
、
飼
羊
能
力
は
極
め
て
劣
っ
て
い
　
た
。
　
（
く
『
9
q
び
9
ヨ
9
昌
q
ぐ
く
O
O
自
”
一
び
一
住
・
b
。
⑩
一
）
（
5
4
）
従
業
員
の
労
働
は
、
羊
の
集
合
、
移
動
、
青
蝿
の
処
理
、
垣
の
修
理
、
水
の
供
給
そ
の
他
の
雑
用
を
ふ
く
ん
で
い
る
。
乾
燥
期
に
あ
っ
て
　
も
し
す
べ
て
の
労
働
を
、
単
に
飼
糧
の
貯
藏
に
集
中
す
る
と
し
て
も
、
約
六
ト
ン
の
乾
草
を
集
め
う
る
に
す
ぎ
ず
、
三
、
○
○
○
頭
の
羊
の
　
約
三
週
間
の
飼
糧
（
一
頭
一
日
に
ニ
ブ
ツ
シ
エ
ル
を
消
費
す
る
と
し
て
）
を
う
る
に
す
ぎ
な
い
。
労
働
力
は
季
節
的
に
臨
時
に
雇
傭
す
る
こ
　
と
は
、
地
方
で
は
全
く
不
可
能
で
あ
る
。
　
（
ぐ
く
鋤
◎
げ
帥
ヨ
鋤
昌
q
ぐ
く
O
O
侮
”
　
一
び
一
自
●
　
b
●
⑩
①
）
（
5
5
）
牧
場
で
は
、
耕
作
が
不
安
定
な
の
と
、
農
業
労
働
力
が
得
ら
れ
な
い
の
で
、
飼
糧
の
栽
培
す
る
こ
と
は
殆
ん
ど
な
い
。
ま
た
三
工
ー
カ
ー
　
に
一
頭
の
羊
し
か
飼
育
出
来
な
い
地
方
の
土
地
改
良
は
経
済
的
に
は
容
易
に
進
ま
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
従
っ
て
、
不
足
す
る
飼
糧
は
殆
　
ん
ど
購
入
し
て
い
る
。
三
塁
の
価
格
は
、
そ
の
生
産
地
か
ら
の
距
離
に
よ
っ
て
異
る
が
、
大
体
、
A
タ
イ
プ
地
域
で
、
一
週
間
一
頭
に
つ
き
　
　
一
志
六
芸
－
二
志
で
あ
る
。
ニ
ユ
ウ
サ
ウ
ス
ウ
エ
ー
ル
ズ
州
で
、
羊
一
頭
か
ら
の
牧
入
が
年
聞
二
三
ポ
ン
ド
で
あ
る
か
ら
、
乾
燥
が
長
び
い
　
て
、
長
期
間
の
飼
糧
購
入
は
、
経
…
済
的
に
成
り
立
た
な
い
の
で
あ
る
。
（
5
6
）
拙
稿
“
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
農
業
的
土
地
利
用
（
年
報
第
一
集
i
一
九
六
〇
年
）
参
照
。
（
5
7
）
O
・
目
鋤
覧
。
巨
一
三
P
P
ω
ω
P
こ
の
細
分
ざ
れ
た
牧
場
に
よ
っ
て
、
新
し
い
借
地
人
の
入
植
が
行
わ
れ
た
。
（
8
ろ
）
新
し
い
入
植
者
の
経
営
単
位
は
三
、
○
○
○
頭
で
あ
る
が
、
五
、
○
○
○
頭
の
飼
育
が
望
ま
れ
た
。
羊
毛
諮
問
委
員
会
　
目
げ
①
≦
。
9
　
〉
島
く
一
の
。
曙
　
O
o
ヨ
ヨ
一
。
・
獣
。
づ
の
報
告
に
よ
る
と
、
ク
イ
ン
ズ
ラ
ン
ド
の
羊
毛
生
産
費
に
つ
い
て
、
　
一
ブ
ッ
シ
ェ
ル
当
り
一
一
ペ
ン
ス
で
あ
　
る
が
、
西
北
地
方
の
A
タ
イ
プ
地
域
で
は
ニ
ニ
・
八
－
二
五
ペ
ン
ス
を
要
す
る
ど
述
べ
て
い
る
。
（
9
5
）
零
巴
ぎ
目
9
巳
≦
8
q
二
三
畠
・
弓
二
〇
N
●
（
6
0
）
≦
巴
冨
ヨ
鋤
巳
≦
。
。
α
”
ま
置
●
℃
・
さ
轟
・
に
よ
る
と
レ
ー
農
法
と
は
、
土
地
に
数
年
間
牧
草
栽
培
を
行
い
、
そ
の
後
一
年
或
は
そ
れ
以
上
　
作
物
を
栽
培
す
る
。
そ
れ
が
終
る
と
再
び
完
全
な
牧
草
地
に
還
元
せ
し
め
る
。
重
科
の
植
物
が
牧
草
の
中
心
で
あ
る
。
こ
の
方
法
は
土
壊
を
　
改
良
し
、
穀
物
の
生
産
性
を
高
め
、
か
つ
農
場
の
飼
羊
能
力
を
従
来
の
三
倍
に
す
る
。
一
種
の
改
良
穀
草
式
の
農
法
で
あ
る
。
（
6
1
）
類
巴
冨
ヨ
帥
民
類
。
a
二
三
α
P
晶
8
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
（
6
2
）
　
一
人
の
労
務
者
が
、
　
一
組
の
農
機
械
を
つ
か
っ
て
、
小
麦
－
休
閑
型
式
に
報
い
て
、
約
四
〇
〇
エ
ー
カ
ー
（
小
麦
地
帯
の
最
低
の
必
要
耕
　
地
）
を
保
有
す
る
小
農
民
に
は
」
実
際
に
は
羊
を
飼
育
す
る
能
力
は
な
い
。
自
己
の
保
有
地
の
借
位
を
耕
作
す
る
程
度
の
大
保
有
地
の
農
民
　
は
、
肉
羊
・
種
の
飼
育
或
は
良
質
の
羊
毛
生
産
を
専
門
的
に
行
5
こ
と
が
出
来
る
。
　
（
ぐ
く
帥
α
ゴ
帥
旨
節
中
傷
ぐ
弔
O
O
畠
…
一
げ
一
傷
・
b
●
一
一
一
）
（
6
3
）
拙
稿
…
白
潔
主
義
一
成
立
と
そ
の
歴
史
的
展
開
（
史
林
昭
和
十
七
年
）
参
照
。
（
6
4
）
拙
稿
”
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
基
準
賃
制
度
一
そ
の
経
済
地
理
的
意
義
（
人
文
地
理
四
ノ
六
）
参
照
（
6
5
）
バ
タ
ー
の
保
護
政
策
は
既
に
一
九
〇
四
年
に
と
ら
れ
、
有
名
な
パ
タ
ー
ソ
ン
法
は
、
一
九
二
六
年
で
あ
る
（
拙
稿
”
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
　
農
業
的
土
地
利
用
”
東
南
ア
ジ
ア
研
究
年
報
第
一
集
一
九
六
〇
年
立
㈲
参
照
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
（
6
6
ゾ
農
業
で
は
、
棉
花
、
砂
糖
、
果
樹
等
が
保
謹
を
う
け
て
い
る
。
棉
花
は
一
九
ゴ
ニ
年
、
ク
イ
ン
ズ
ラ
ン
ド
政
府
が
実
棉
一
ポ
ン
ド
（
重
量
）
　
に
つ
き
一
・
五
ペ
ン
ス
の
補
助
金
を
与
え
て
い
る
（
k
Φ
霞
び
o
o
犀
お
轟
O
よ
り
）
。
　
　
小
麦
が
第
一
次
大
戦
後
の
恐
慌
の
最
悪
期
間
中
に
附
与
さ
れ
た
補
助
金
は
全
く
一
時
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
保
護
生
産
の
種
別
内
に
お
か
　
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
（
国
・
O
・
国
9
D
ほ
一
。
・
…
日
本
訳
－
濠
洲
の
政
治
経
済
構
造
六
七
頁
）
。
　
　
砂
糖
奨
励
金
お
よ
び
砂
糖
消
費
税
法
に
つ
い
て
は
団
⑦
舘
ぴ
o
o
〆
2
0
●
①
　
参
照
の
こ
と
。
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
滑
・
牧
畜
業
の
地
域
構
造
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
三
　
研
　
究
　
年
報
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
四
（
6
7
）
農
業
の
生
産
奨
励
金
に
つ
い
て
は
尾
①
霞
げ
o
o
閃
　
一
九
四
〇
年
に
く
わ
し
い
。
そ
の
他
の
産
業
に
つ
い
て
も
、
各
項
に
わ
た
っ
て
該
年
鑑
　
が
ふ
れ
て
い
る
。
聯
邦
政
府
の
奨
励
金
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
他
に
州
政
府
の
そ
れ
も
記
述
さ
れ
て
い
る
。
（
6
8
）
補
助
金
ば
「
聯
邦
補
助
金
委
員
会
」
↓
げ
Φ
O
o
目
旨
§
爵
類
①
巴
芸
O
鑓
暮
ω
O
。
日
目
δ
巴
8
の
手
で
行
わ
れ
て
い
る
。
（
6
9
）
保
護
関
税
政
策
に
つ
い
て
は
、
　
吋
Φ
霞
9
0
吋
　
一
九
四
〇
年
に
く
わ
し
い
。
同
法
は
一
九
二
一
年
に
制
定
さ
れ
た
。
な
お
該
年
鑑
に
諸
工
　
業
部
門
の
補
助
に
つ
い
て
若
干
の
法
律
を
あ
げ
て
い
る
。
（
7
0
）
U
・
切
・
O
o
娼
冨
目
鼻
日
げ
①
》
q
ω
霞
9
＝
自
。
ロ
国
8
ロ
o
B
団
（
お
長
）
日
本
訳
”
濠
繋
属
濱
論
二
五
八
頁
（
7
1
）
同
　
　
右
　
二
五
九
頁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
（
7
2
）
同
　
右
二
五
八
頁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　、
（
7
3
）
例
え
ば
聯
邦
関
税
委
員
会
の
報
告
に
よ
る
と
、
一
九
三
二
／
三
年
の
白
洲
の
全
産
業
の
超
過
原
価
総
額
は
三
、
六
〇
〇
万
ポ
シ
ド
で
あ
　
り
、
そ
の
う
ち
保
護
さ
れ
た
第
二
次
産
業
は
二
、
六
〇
〇
万
ポ
ン
ド
の
超
価
原
価
を
課
し
て
い
る
と
見
積
っ
た
。
残
り
一
、
0
0
0
万
ポ
ン
　
ド
は
関
税
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
砂
糖
、
バ
タ
ー
、
果
実
に
よ
っ
て
課
ぜ
ら
れ
、
第
二
次
産
業
の
超
過
原
価
二
、
六
〇
〇
万
ポ
ン
ド
は
一
一
、
　
○
○
○
万
ポ
ン
ド
の
生
産
額
を
有
す
る
保
護
な
き
産
業
に
よ
っ
て
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
保
護
産
業
全
部
で
三
、
○
○
○
万
ポ
ン
ド
、
こ
の
5
　
ち
、
第
一
次
産
業
が
一
、
　
一
〇
〇
万
ポ
ン
ド
、
残
り
一
、
九
〇
〇
万
ポ
ン
ド
が
第
二
次
産
業
に
計
上
さ
れ
て
い
る
。
　
（
コ
プ
ラ
ン
ド
前
掲
書
　
九
〇
頁
）
（
7
4
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
逸
見
が
既
に
、
人
口
稀
小
国
に
お
け
る
工
業
化
と
農
業
（
農
業
綜
合
研
究
－
昭
和
三
四
年
）
で
指
摘
し
て
い
る
。
（
7
5
）
従
来
、
牧
羊
業
に
甚
大
な
被
害
を
与
え
て
き
た
野
兎
の
害
は
、
マ
イ
ク
ソ
マ
ト
シ
ズ
に
よ
っ
て
軽
滅
さ
れ
た
。
そ
の
他
羊
毛
生
産
に
大
き
　
い
技
術
の
進
歩
が
あ
り
、
羊
一
頭
当
り
の
羊
毛
生
産
の
向
上
が
み
ら
れ
て
き
た
。
　
（
逸
見
”
前
掲
論
文
）
（
7
6
）
鉱
業
と
農
畜
産
業
と
は
圧
倒
的
に
土
地
に
依
存
す
る
産
業
で
あ
る
。
な
か
で
も
羊
は
生
産
物
園
長
の
約
四
割
は
地
代
支
払
で
あ
る
。
そ
の
　
他
農
畜
産
業
の
5
ち
、
肉
牛
は
羊
と
同
じ
よ
ろ
に
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
一
般
の
農
業
の
地
代
支
払
の
割
合
は
、
次
の
表
の
数
字
よ
り
も
小
さ
　
く
な
る
。
食
糧
お
よ
び
繊
維
、
織
物
も
多
　
く
土
地
に
依
存
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
　
地
代
支
払
は
す
べ
て
間
接
的
で
、
そ
れ
ら
　
が
消
費
す
る
農
畜
産
物
に
ふ
く
ま
れ
て
い
　
る
。
労
働
を
み
る
と
、
殆
ん
ど
の
産
業
に
　
お
い
て
、
労
働
所
得
麦
払
が
生
産
物
価
格
　
の
四
一
六
割
を
占
め
て
い
る
が
、
そ
の
う
　
ち
で
も
羊
、
農
畜
産
物
は
最
も
労
働
に
依
　
存
す
る
の
が
少
い
。
　
　
（
逸
見
謙
三
“
人
口
稀
少
国
に
お
け
る
　
工
業
化
と
農
業
－
農
業
綜
合
研
究
一
三
ノ
　
三
）
（
7
7
）
P
日
鋤
覧
。
憾
ま
試
●
㍗
D
c
。
N
・
（
7
8
）
農
村
人
口
の
増
加
政
策
は
し
ば
し
ば
取
　
ら
れ
て
き
た
施
策
で
あ
っ
た
が
、
結
局
的
　
に
は
殆
ん
ど
成
功
し
て
い
な
い
。
農
民
移
　
民
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
本
国
か
ら
移
住
し
た
　
人
達
も
、
農
村
定
住
者
は
極
め
て
少
な
か
　
つ
た
。
戦
後
一
九
四
七
年
か
ら
取
ら
れ
た
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
牧
畜
業
の
地
域
構
造
合割の因要るれまくふに物産生たれさ野分脳勤産
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一
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1
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3
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餌
　
2
6
　
4
1
　
4
6
　
2
1
41
@
4
8
　
翼
　
6
3
　
蘇
　
好
　
6
4
　
5
5
　
菊
渤
品
物
羊
灘
糧
織
　　
ﾓ
　
繊
　
　
そ
’
食
　
維
炭鳶
職
業
際
土
懸
造
そ
　
製
業
業
業
設
鋼
建
　
商
鉄
観血血h於葡艦鋤㎡㏄恥船㎝咽㎝㏄㎜C鰯㎎翫
りほ｛β四螂d加㎝厩鴫co恥
●㏄
㎝㎝砒血♂傭㏄曾S
二
六
五
研
究
年
報
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
六
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
史
上
最
大
の
規
模
の
大
移
民
受
入
れ
策
に
よ
る
移
民
に
し
て
も
、
結
局
は
、
農
業
人
口
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
前
掲
論
文
）
（
逸
見
